
ド
イ
ヅ
産
業
革
命
の
一
側
面

ザ
ク
セ
ン
綿
織
物
工
業
に
お
け
る
機
械
制
大
工
業
化
過
程

大

島

隆

雄

ドイツ産業革命の一側薩i（大島）

…
か
論
難
肝
編
隷
籔
曜
雛
難
錦
鱗
鶉
鰯
噛
赫
難
縫
盤
雛
…

…
渦
中
定
ま
れ
る
・
、
乏
よ
．
て
、
外
か
ら
の
技
術
的
促
警
そ
れ
鋳
す
る
対
抗
竃
村
童
的
に
瀦
さ
れ
る
形
態
と
の
べ
て
い
る
．
は
た
し
て
、
…

一　

U
ク
セ
ン
の
場
合
こ
の
示
唆
的
な
規
定
が
あ
て
は
め
ら
れ
る
も
の
か
ど
う
か
、
も
し
あ
て
は
め
ら
れ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
ン
」
の
場
合
、
外
か
ら
の
技
術
八
事

㎝　

i
と
は
一
体
な
ん
で
あ
り
、
ま
た
非
自
生
的
展
開
形
態
と
は
な
に
か
、
と
い
う
こ
と
が
具
体
的
に
明
か
に
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
筆
巻
は
こ
う
し
た
問

総
馨
影
響
細
鹸
鱗
購
繰
馨
　
薦
鑑
齢
難
飼
響
凝
議
錨
蝶
雄

∵
す
・
で
あ
を
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぐ
　
く
く
　
く
く
く
く
く
く
ミ
く
ミ
く
メ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
端
初
的
展
開
過
程
に
関
す
る
考
察
で
あ
る
。

　
　
　
　
は
　
じ
　
め
　
に

　
本
稿
は
、
筆
者
が
麟
，
歴
史
学
研
究
』
の
魏
冊
、
　
「
現
代
歴
史
学
の

課
題
」
に
掲
載
し
た
論
文
、
「
ド
イ
ツ
産
業
革
命
の
構
造
に
つ
い
て
」

の
中
で
予
定
し
て
い
た
、
ド
イ
ツ
綿
織
物
工
業
に
お
け
る
産
業
革
命

　
す
な
わ
ち
、
そ
こ
に
お
い
て
筆
老
は
、
す
で
に
以
前
に
大
塚
久
雄

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

教
授
や
高
橋
幸
八
郎
教
授
に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
指
摘
に
基
づ
い
て
、

後
進
資
本
主
義
国
ド
イ
ツ
に
お
け
る
塵
業
革
命
が
、
イ
ギ
リ
ス
の
場

合
の
よ
う
に
自
生
的
に
で
は
な
く
、
商
業
資
本
の
産
業
資
本
へ
の
転
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化
と
い
う
形
態
を
と
っ
て
展
開
し
た
こ
と
が
、
実
証
的
に
も
確
か
め

う
る
こ
と
を
明
か
に
し
て
お
い
た
。
そ
の
間
、
フ
ラ
ン
ス
産
業
革
命

史
研
究
の
方
か
ら
、
そ
の
展
開
形
態
を
め
ぐ
っ
て
、
「
イ
ギ
リ
ス
型
」

乃
至
は
「
純
粋
型
」
か
、
　
「
ド
イ
ツ
型
」
か
と
い
う
論
争
が
、
服
部

春
彦
氏
と
遠
藤
輝
明
氏
と
の
問
で
行
わ
れ
て
お
り
、
こ
こ
で
ど
う
し

て
も
産
業
革
命
展
隔
の
「
ド
イ
ツ
型
」
の
内
容
を
一
願
明
確
に
す
る

た
め
に
、
本
稿
の
執
筆
が
促
さ
れ
る
結
果
と
な
っ
て
い
る
。

　
た
し
か
に
こ
れ
ま
で
、
わ
が
国
の
爾
洋
史
学
界
は
、
松
田
智
雄
、

酒
井
良
彦
、
諸
田
実
、
川
久
保
公
夫
の
各
疑
に
よ
り
、
主
と
し
て
一

六
世
紀
か
ら
一
八
世
紀
に
か
け
て
の
、
ド
イ
ツ
に
お
け
る
領
邦
絶
対

主
義
下
の
特
権
的
問
屋
制
企
業
の
存
在
形
態
と
、
そ
の
展
開
形
態
に

つ
い
て
研
究
を
集
中
し
て
き
た
が
、
そ
れ
が
一
体
の
ち
の
機
械
制
大

工
業
と
い
か
に
繋
が
っ
て
い
く
の
か
に
つ
い
て
は
、
何
の
関
心
竜
払

っ
て
こ
・
な
か
っ
た
。
た
だ
そ
の
中
で
、
諸
…
田
氏
が
ヴ
ュ
ル
テ
ソ
ベ
ル

ク
の
毛
織
物
特
権
コ
ン
パ
ニ
ー
の
分
析
を
行
っ
た
際
に
、
　
「
農
村
工

業
」
と
「
問
屋
制
度
」
と
の
対
抗
に
お
い
て
、
後
面
が
前
者
を
圧
倒

し
て
い
っ
た
事
実
を
明
か
に
し
て
い
る
が
、
こ
の
こ
と
だ
け
が
こ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

か
ら
の
べ
よ
う
と
す
る
問
題
の
手
懸
と
な
る
に
す
ぎ
な
い
。

　
従
っ
て
、
分
析
を
行
っ
て
ゆ
く
に
際
し
て
の
積
極
性
な
方
向
づ
け

は
、
こ
の
際
ど
う
し
て
も
ド
イ
ツ
歴
史
学
界
の
こ
れ
ま
で
の
成
梁
か

ら
み
い
だ
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
に
つ
い
て
ま
ず
思
い
だ
す

の
は
、
K
・
マ
ル
ク
ス
が
天
才
的
に
検
出
し
た
機
械
音
大
工
業
の
前

段
階
と
し
て
の
マ
ニ
ュ
フ
岬
，
ク
チ
ュ
ア
時
代
を
、
躍
起
に
な
っ
て
否

定
し
続
け
よ
う
と
し
た
K
・
ビ
ュ
ヒ
ャ
ー
や
W
・
ゾ
ソ
バ
ル
ト
ら
の

後
期
歴
史
学
派
経
済
史
家
と
、
そ
の
継
承
者
の
見
解
で
あ
る
。
ゾ
ソ

　
　
　
　
　
も
　
　
　
も
　
　
　
も

バ
ル
ト
は
、
マ
ニ
ュ
ー
「
集
中
作
業
場
」
と
等
嘉
す
る
こ
亡
に
よ
っ

て
、
そ
う
し
た
も
の
は
「
初
期
資
本
主
義
」
段
階
に
お
い
て
は
、
「
毛

織
物
捺
染
業
」
N
窪
σ
Q
費
巳
お
話
説
や
「
書
籍
印
祖
業
」
切
霧
同
書
毎
？

｝
お
触
虫
等
に
し
か
散
見
し
え
ず
、
従
っ
て
彼
の
い
う
「
高
度
資
本
主

　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
も
　
　
も

義
」
の
前
提
と
し
て
の
マ
ニ
ュ
時
代
を
抹
殺
し
て
し
ま
っ
た
の
で
あ

　
⑤つ

た
。
そ
の
外
に
様
々
な
ニ
ュ
ア
ン
ス
の
差
こ
そ
あ
れ
、
こ
う
し
た

見
解
を
継
承
す
る
も
の
に
、
」
・
ク
ー
リ
ッ
シ
ャ
ー
や
、
そ
し
て
最

近
で
は
G
・
ヤ
ー
ン
等
が
い
る
が
、
中
で
も
ク
ー
リ
ッ
シ
ャ
ー
は
、
マ

　
　
　
　
　
　
も
　
　
も
　
　
も

ル
ク
ス
の
い
う
マ
ニ
誌
時
代
を
「
重
大
な
誤
謬
」
《
ω
魯
≦
巽
費
疑
緊

9
営
》
と
し
て
排
除
し
、
産
業
資
本
確
立
の
基
軸
的
な
系
譜
を
「
手

工
業
」
缶
即
降
α
芝
露
犀
↓
「
問
屋
鋤
」
＜
卑
す
σ
q
↓
「
工
場
制
」
舅
ρ
げ
「
幹

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

の
線
で
た
ど
る
こ
と
を
定
式
化
し
て
し
ま
っ
た
。
こ
の
シ
エ
ー
マ
が
、

そ
の
後
た
ん
に
ド
イ
ツ
の
み
な
ら
ず
、
薦
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
歴
史
学
界
に
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ギイツ鷺鎗業，江命の一郷墜艶（．大5｝｝，）

お
い
て
、
定
説
的
な
地
位
を
占
め
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
は
、
も
は
・

や
周
知
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。

　
し
か
し
、
最
近
に
な
っ
て
こ
の
見
解
に
対
し
て
、
東
ド
イ
ツ
（
ド

イ
ツ
民
主
共
和
羅
）
の
歴
史
家
、
R
・
フ
ォ
ル
ベ
ル
ガ
ー
や
H
・
ク
リ

ュ
ガ
ー
ら
が
、
マ
ル
ク
ス
主
義
歴
史
学
の
正
し
さ
を
立
証
す
る
た
め

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

・
に
、
体
系
的
な
批
判
を
開
始
し
だ
し
た
。
そ
の
要
点
を
の
べ
る
と
、

第
一
に
、
ブ
ル
ジ
ョ
ア
史
家
達
が
主
張
し
て
い
る
「
問
屋
制
」
支
配

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
　
も
　
　
　
セ
　
　
　
も
　
　
　
ゆ
　
　
　
も

下
の
「
手
工
業
者
」
の
独
立
性
は
、
実
は
育
児
約
な
も
の
に
す
ぎ
ず
、

そ
れ
ら
は
分
業
に
編
成
さ
れ
な
け
れ
ば
ρ
自
分
で
使
用
価
値
（
誘
商

贔
）
を
造
る
能
力
を
失
っ
た
資
本
主
義
的
家
内
労
働
者
に
す
ぎ
な
い

こ
と
、
第
二
に
、
こ
の
よ
う
な
前
貸
…
問
歴
制
部
門
を
「
外
業
部
」

》
藍
ゆ
①
濤
需
＝
Φ
⇔
と
し
て
、
　
こ
れ
に
生
藍
の
端
「
初
工
程
乃
至
は
最
終

工
程
を
行
う
「
集
中
作
業
場
篇
《
N
Φ
口
門
門
欝
一
日
ω
一
Φ
円
け
Φ
　
照
～
N
①
同
一
（
ω
汁
9
汁
什
》
が
有

機
的
に
結
合
し
て
い
た
こ
と
、
そ
し
て
第
三
に
、
従
っ
て
全
体
と
し

て
分
業
に
基
づ
く
協
業
の
体
系
が
成
立
し
て
お
り
、
こ
れ
は
V
・
レ

ー
ニ
ン
が
ロ
シ
ア
に
お
い
て
検
出
し
た
と
同
じ
「
分
散
マ
ニ
ュ
フ
ァ

ク
チ
ュ
ア
」
《
畠
⑦
N
①
富
汁
憎
ρ
｝
凶
紛
一
①
H
け
①
O
創
．
N
①
周
匂
D
げ
①
償
⑦
裸
酔
⑦
冨
斜
黒
点
隔
9
一
（
伴
嵩
増
》

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
　
も
　
　
　
な

で
あ
っ
た
、
と
い
う
批
判
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
　
「
分
散
マ
ニ
こ

↓
「
機
械
捌
火
工
業
」
と
い
う
線
で
、
マ
ル
ク
ス
批
判
は
反
批
判
さ

　
　
　
　
　
　
　
③

れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
う
　
　
　
ち
　
　
　
カ

　
も
ち
ろ
ん
彼
等
と
い
え
ど
も
、
こ
の
「
分
散
マ
謀
ユ
」
が
、
イ
ギ

リ
ス
の
場
合
に
み
ら
れ
た
よ
う
な
、
農
罠
贋
の
分
解
を
～
発
展
契
機
と

し
て
、
自
生
的
に
展
開
し
て
く
る
農
村
の
マ
ニ
ュ
フ
｝
，
ク
チ
ュ
ア
と

は
構
造
的
に
異
な
る
ば
か
り
で
な
く
、
そ
れ
と
機
構
的
に
も
対
立
し

た
存
在
で
あ
り
、
ま
た
後
の
全
面
的
な
産
業
資
本
形
成
に
異
っ
た
規

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

定
を
与
え
る
こ
と
を
知
っ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
名
称
は

違
え
、
内
容
規
定
的
に
は
同
じ
で
あ
る
の
で
、
わ
れ
わ
れ
は
こ
れ
を
わ

が
躍
の
通
説
に
従
っ
て
、
「
問
屋
制
」
i
よ
り
正
し
く
は
、
マ
ニ
ュ
フ

ァ
ク
チ
ュ
ア
と
問
屋
制
の
絡
み
あ
い
第
二
形
態
1
と
呼
ぶ
こ
と
に
す
る

晦
・
と
も
か
く
も
上
述
の
ご
と
叢
ギ
ッ
歴
史
学
界
の
最
近
の
成

果
に
よ
っ
て
、
当
顕
す
る
間
題
、
と
く
に
前
工
場
制
企
業
の
経
鴬
構

造
と
、
そ
の
工
場
制
移
行
の
実
体
に
つ
い
て
、
　
一
層
明
か
に
な
っ
た

こ
と
は
疑
い
え
な
い
。
従
っ
て
本
稿
も
、
そ
の
基
本
的
な
素
材
に
お

い
て
、
ザ
ク
セ
ン
に
蘭
す
る
フ
ォ
ル
ベ
ル
ガ
ー
の
諸
研
究
に
そ
の
多

く
を
負
っ
て
い
る
が
、
は
た
し
て
こ
う
し
た
町
工
場
制
企
業
が
、
　
一

体
ど
の
よ
う
な
扇
内
的
・
国
際
的
な
歴
史
的
条
件
の
も
と
で
、
機
械

制
大
工
業
へ
移
行
し
て
い
っ
た
か
が
問
題
と
な
ろ
う
。

　
と
こ
ろ
で
、
こ
こ
で
な
ぜ
ザ
ク
セ
ン
の
綿
織
物
工
業
を
と
り
あ
げ
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た
か
に
つ
い
て
説
明
し
て
蔚
こ
う
。
ザ
ク
セ
ン
臥
こ
の
中
部
ド
イ
ツ

最
大
の
領
邦
は
、
一
七
八
○
年
代
に
イ
ギ
リ
ス
藍
業
革
命
が
本
格

的
な
展
開
期
を
む
か
え
る
ま
で
、
た
ん
に
ド
イ
ツ
の
み
な
ら
ず
、
ス

イ
ス
及
び
フ
ラ
ン
ス
の
ア
ル
サ
ス
地
方
と
並
ん
で
、
ヨ
ー
ロ
ヅ
パ
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

お
け
る
綿
織
物
生
産
の
一
大
中
心
地
で
あ
っ
た
。
こ
の
地
の
繊
維
工

業
史
を
詳
細
に
叙
述
し
た
L
。
バ
イ
ソ
は
、
モ
ス
リ
ソ
フ
含
。
。
ω
①
ぎ
お

や
サ
ラ
サ
開
斜
簿
毎
回
生
産
が
、
ザ
ク
セ
ン
の
「
国
民
的
産
業
」
《
寒
亨

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

鉱
（
）
嵩
巴
Φ
團
⇔
瓢
郎
。
。
㊧
一
①
》
で
あ
っ
た
と
の
べ
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
の

前
工
場
制
綿
織
物
工
業
は
、
一
八
世
紀
の
末
以
来
イ
ギ
リ
ス
塵
業
革

命
の
影
響
を
受
け
て
、
い
ち
早
く
紡
績
機
を
導
入
し
、
機
械
至
大
工

業
に
移
行
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
ド
イ
ツ
産
業
革
命
を
告
知
し
た
。
つ

ま
り
、
ド
イ
ツ
に
お
け
る
塵
業
革
命
も
、
他
の
国
と
同
様
、
衣
料
生

産
都
門
、
と
く
に
そ
の
代
表
で
あ
る
綿
織
物
工
業
か
ら
始
ま
っ
て
お

り
、
そ
の
揺
蟹
の
地
が
こ
こ
ザ
ク
セ
ン
で
あ
っ
た
。
そ
れ
故
に
ザ
ク

セ
ン
綿
織
物
工
業
は
、
一
八
三
四
年
に
「
関
税
同
盟
」
が
設
立
さ
れ

て
、
ラ
イ
ン
地
方
の
綿
織
物
工
業
が
隆
盛
に
赴
く
ま
で
、
ド
イ
ツ
産

業
革
命
の
展
開
に
対
し
て
一
定
の
纈
導
的
な
役
割
を
演
じ
て
い
る
。

従
っ
て
そ
れ
は
、
ド
イ
ツ
産
業
革
命
の
原
初
的
な
姿
を
浮
彫
に
さ
せ

る
に
最
竜
根
応
し
い
対
象
で
あ
り
、
以
下
、
本
論
に
お
い
て
穀
初
に

始
ま
っ
た
紡
績
工
程
機
械
化
の
、
し
か
も
端
初
約
無
難
過
程
に
限
っ

て
、
ザ
ク
セ
ン
綿
織
物
工
業
の
発
展
の
跡
を
た
ど
る
こ
と
に
す
る
。

①
拙
稿
「
ド
イ
ツ
産
業
頚
命
の
構
造
に
つ
い
て
〕
（
F
歴
史
学
研
究
」
胴
冊

　
　
糊
．
現
代
歴
炎
学
の
課
題
」
所
収
）

②
　
　
十
く
塚
久
雄
『
欧
洲
経
W
彷
由
人
』
　
一
五
五
…
山
ハ
脚
貝
、
　
∴
人
塚
耐
牧
授
は
こ
の
個
所

　
で
、
筆
者
が
本
稿
の
冒
頭
、
　
〔
要
約
〕
で
毒
し
た
趣
旨
を
の
べ
て
い
る
。

　
高
橋
素
八
郎
「
総
説
」
（
『
西
洋
経
済
史
講
座
漏
凱
瞬
収
）
五
二
頁
、
高
橋

　
教
授
も
ま
た
、
こ
こ
で
ド
イ
ツ
を
含
め
た
後
進
資
本
窯
義
瞬
が
、
撫
ヨ
…

　
ロ
ッ
バ
の
技
術
的
成
果
を
接
木
す
る
形
を
と
っ
て
、
「
上
か
ら
」
の
産
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

　
舳
泣
く
㎎
－
商
業
資
本
の
産
業
伽
買
太
「
へ
の
脳
私
二
一
を
劣
っ
た
、
と
の
べ
て

　
い
る
。

③
服
部
春
彦
「
飛
業
革
命
期
に
お
け
る
北
部
フ
ラ
ン
ス
繊
維
工
業
」
（
臨
．
史

　
林
」
四
五
の
閣
）
、
　
遠
藤
輝
明
「
産
業
革
命
論
な
め
ぐ
っ
て
一
服
郡
・

　
由
之
内
の
王
氏
に
答
う
一
」
ρ
．
歴
史
学
研
究
篇
前
掲
誌
）
参
照
。

④
松
田
智
雄
帽
、
近
代
の
史
醗
構
造
レ
、
酒
井
良
彦
｝
，
ド
イ
ツ
農
村
工
業
の

　
性
格
」
（
高
橋
幸
八
郎
縮
著
轡
近
代
資
本
主
義
の
成
立
し
所
収
）
、
諸
矯
笑

　
「
ド
イ
ツ
農
村
工
業
の
展
開
…
l
ー
ザ
ク
セ
ソ
麻
織
物
業
を
中
心
に
　
　
」

　
（
『
商
学
論
集
」
二
九
の
一
二
）
、
及
び
「
一
七
・
八
世
紀
漸
南
ド
イ
ツ
の
特

　
権
コ
ン
パ
ニ
ー
に
つ
い
て
i
『
農
村
工
業
』
と
『
鰐
澱
制
度
』
と
の
対

　
抗
の
焦
点
－
」
　
（
珊
商
学
論
集
』
三
〇
の
二
）
、
川
久
保
公
夫
『
ド
イ
ツ

　
初
期
資
本
主
義
の
経
済
構
造
』
参
照
．

④
　
諸
照
前
掲
論
文
。

⑤
／
＜
．
o
Q
O
諺
σ
p
罫
O
自
ぎ
。
戸
ざ
窓
。
｛
ハ
ε
貯
篇
訪
誉
H
蒙
＝
卜
。
尋
（
乞
お
）
曽

　
仏
Q
ら
．
刈
O
b
⊃
鵠
・
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⑥
　
冠
潟
環
凱
ω
o
げ
。
餌
｝
口
σ
q
Φ
ヨ
。
富
お
芝
岸
富
。
び
9
津
ω
σ
q
O
o
。
o
げ
一
〇
げ
け
。
自
①
ω
ソ
謙
壁

け
の
巨
な
諺
§
畠
＾
ご
翼
。
雪
。
搾
置
（
δ
α
Q
。
）
讐
。
り
。
Q
■
δ
碧
ω
噸
ビ
ユ
ヒ
ヤ

　
一
（
順
（
簿
同
一
　
切
環
O
げ
O
村
）
、
及
び
ヤ
…
ソ
（
○
①
o
巴
σ
q
一
隅
プ
コ
）
　
の
見
解
に
つ
い

　
て
は
、
O
h
¢
甥
．
閲
。
同
σ
①
凪
σ
q
o
さ
．
．
N
蛋
種
レ
償
ω
Φ
ぎ
ρ
⇒
（
冨
吋
。
酔
N
自
鐸
σ
q
〔
誉
Φ
縁

　
自
O
ω
H
）
円
O
ぴ
一
〇
回
づ
O
　
畠
O
ω
　
C
σ
O
目
σ
Q
㊤
コ
σ
Q
ω
　
く
O
旨
　
自
O
円
　
甥
同
勲
冨
帽
｛
聾
げ
叶
餌
巨
　
N
質
H

　
幣
麟
σ
固
，
臨
ハ
層
．
（
窃
O
律
戦
鋤
σ
q
α
N
¢
残
（
剛
Q
爲
什
硫
6
び
⑳
舞
！
＜
＃
仲
◎
謄
O
ぽ
帥
津
－
煽
獅
自
Q
D
O
N
一
㊤
一
－

　
α
q
O
o
峰
O
プ
答
｝
嵩
①
禽
O
o
a
H
Q
Q
．
β
一
｝
二
回
り
．
一
m
篇
耳
7
煽
路
（
δ
冠
汁
ω
■
回
Φ
O
b
⊃
）
●

⑦
e
弘
、
白
、
閑
H
，
帥
お
曾
，
’
N
ド
ζ
，
¢
頭
嚢
㎞
c
算
。
脅
H
，
㌶
§
鼠
算
け
霞
§
§
（
ズ
一
霞

　
ン
一
ρ
昌
蕗
沖
二
（
け
¢
鴨
ρ
吋
ぴ
O
搾
㊦
獄
一
＝
岬
）
噌
○
＝
ゆ
O
P
（
ド
①
㎝
O
Q
ソ
O
剛
ζ
カ
．
男
○
同
σ
¢
H
σ
Q
①
が

　
尉
）
｝
①
　
ソ
幽
9
β
自
h
騨
げ
仲
芦
壇
　
一
昌
　
Q
o
ρ
0
7
㏄
¢
鵠
　
ぐ
○
一
回
戸
　
膨
欝
斜
O
　
（
一
〇
ω
　
H
⑦
◎
一
）
一
も
陥
　
N
下
戸
撹
P
　
．

　
レ
影
臨
斜
昌
σ
Q
鳥
①
ω
日
ρ
　
』
タ
爵
プ
吋
ゲ
β
口
魚
O
H
け
ω
（
瞬
O
㎝
○
○
ソ
①
枠
　
、
．
N
餌
脱
肛
N
斜
昌
α
一
¢
⇒
σ
q

　
“
O
冠
σ
q
O
！
＜
O
H
σ
凱
O
び
①
P
　
｝
W
O
酔
こ
¢
げ
し
∩
5
・
O
猷
①
　
ω
P
O
廿
切
O
⇒
　
一
昌
　
q
Φ
目
　
O
触
Q
n
け
①
嵩

　
酸
似
賦
け
①
創
O
Q
o
H
ρ
｝
財
．
回
）
⑦
村
⊂
σ
O
H
σ
Q
餌
二
σ
q
＜
O
博
O
①
戦
ン
｛
餌
二
蛋
囲
帥
O
鈴
信
巴
N
雌
巴

　
舅
9
σ
H
川
開
謬
回
6
0
×
躍
σ
q
O
づ
δ
目
σ
①
．
二
　
（
℃
判
O
σ
一
㊦
膨
日
O
　
α
O
場
　
○
｝
（
○
跡
O
一
麟
一
〇
に
欝
鳥

　
℃
O
瓢
．
江
げ
一
昌
鳥
O
質
切
O
N
一
〇
プ
漏
嵩
σ
q
¢
口
N
1
～
、
一
Q
薩
O
げ
O
鄭
C
㏄
け
一
μ
⇒
島
／
＜
O
㏄
汁
¢
⊆
吋
C
℃
ρ

　
～
．
O
瞬
富
H
メ
」
．
餌
7
噌
プ
ニ
ニ
ニ
¢
巴
汁
げ
訪
　
N
¢
桟
　
O
O
σ
q
O
戸
づ
・
ρ
昌
け
　
一
⑩
①
O
y
　
C
け
夙
、
8
鳳
目

　
　
　
　
コ

　
〉
「
q
ご
紫
鎚
ζ
ゴ
O
自
O
目
レ
一
9
も
蔭
O
ン
一
舞
O
凱
O
β
屑
O
巴
賦
σ
q
9
β
σ
q
自
ロ
巴
O
ゲ
　
G
e
餌
O
ヴ
㏄
一
㏄
O
ぴ
O

　
ソ
一
ρ
欝
郎
鴎
9
犀
け
β
さ
鶴
一
芦
】
W
①
一
紳
吋
”
σ
q
N
β
目
○
¢
q
自
O
｝
瓢
O
財
け
O
自
O
同
団
ρ
げ
H
臨
凶
Φ
霞
一
¢

　
6
6
餌
O
一
ρ
し
o
O
P
鴇
扇
　
（
』
斜
ロ
戦
σ
頭
O
ぴ
　
鴨
自
賊
　
〆
＜
膣
骨
。
喚
C
ぴ
露
h
げ
ω
σ
p
O
o
6
0
財
一
〇
ン
び
O
閣
　
8
0
自
　
押

　
H
Φ
①
O
Y
①
げ
O
℃
◎
O
淀
¢
．
＾
N
煽
層
》
¢
ω
O
け
回
P
¢
傷
①
同
◎
酷
⑦
什
N
9
¢
σ
q
・
：
、
、

⑧
H
〈
慈
σ
Q
①
さ
○
℃
・
鉱
f
G
α
O
e
」
◎
。
ω
艶
二
。
騰
‘
、
．
N
弩
雲
。
。
Φ
貯
窪
α
①
誘
Φ
嘗
鐸
b
鵬

　
：
■
こ

⑨
切
。
葺
。
韻
Φ
ゴ
臣
①
累
窪
無
欝
揮
霞
’
ω
b
誤
．

⑲
　
大
塚
久
雄
「
マ
ニ
ニ
フ
ァ
ク
チ
ュ
ア
の
経
営
様
式
　
　
と
く
に
…
閲
屋
翻
劇

　
と
の
斡
警
み
あ
い
に
つ
い
て
　
　
」
（
“
、
資
本
主
義
の
成
立
と
鴇
蛇
展
』
所
下
取
）

　
参
照
。

⑳
Ω
二
〉
■
囚
α
三
σ
q
悌
U
置
Q
Q
川
．
伊
9
。
。
冨
9
。
じ
ご
雲
ヨ
！
く
。
一
蒼
乙
重
器
嘗
δ
§
ρ

　
切
P
α
O
集
O
ω
一
Q
Q
●
｝
ρ
7
尻
げ
環
博
島
①
同
葎
Q
巾
麟
澤
自
　
〆
＜
似
グ
同
○
昌
島
　
焦
O
目
　
隅
O
賞
江
雛
O
鐸
－

　
紳
斜
｝
ω
喝
①
屈
巴
①
（
H
Q
G
①
o
Q
y

⑫
Ω
‘
劉
じ
d
a
p
営
。
ぎ
身
。
。
葺
圃
。
（
冨
片
怨
畠
巴
ω
。
9
⇔
＜
o
茜
¢
導
鳥
篭
噌

　
N
≦
o
離
。
目
門
。
芦
O
δ
8
0
区
甑
一
張
二
自
絹
6
。
目
皿
o
（
H
o
。
o
。
○
。
）
’
パ
イ
ン
は
非
常
な

　
熱
精
を
傾
け
て
、
ザ
ク
セ
ン
・
フ
ォ
ー
ク
ト
ラ
ソ
ト
郡
の
一
八
八
O
年
頃

　
ま
で
の
織
維
工
業
史
を
調
べ
、
詳
細
な
上
記
の
僻
究
を
明
か
に
し
た
。
こ

　
れ
は
ム
コ
臼
か
ら
い
え
ば
、
前
鍵
紀
の
遺
物
か
も
し
れ
な
い
が
、
彼
に
と
つ

　
て
は
書
わ
ば
同
勝
代
史
で
あ
り
、
そ
の
点
で
史
料
的
な
蜘
僚
が
高
い
。
本

　
稿
は
そ
れ
故
に
、
フ
ォ
ル
ベ
ル
ガ
ー
と
と
も
に
こ
の
著
作
に
も
多
く
を
負

　
　
っ
て
い
る
。

第
一
章
　
ザ
7
セ
ン
に
お
け
る
前
工
場
舗
綿
織
物
工
業

　
　
一
　
前
工
場
制
企
業
の
存
在
形
態
　
そ
れ
で
は
ま
ず
こ
こ
で
、
一
七
・

八
世
紀
ザ
ク
セ
ン
に
お
け
る
前
工
場
制
綿
物
工
業
の
存
在
形
態
を
、

フ
ォ
ル
ベ
ル
ガ
ー
に
従
っ
て
確
定
し
て
お
こ
う
。
こ
の
こ
と
は
、
そ

の
工
場
制
移
行
を
明
か
に
す
る
際
に
お
い
て
も
、
是
非
と
も
必
．
要
で

あ
る
。
彼
の
研
究
に
よ
れ
ば
、
一
九
世
紀
一
〇
年
代
に
紡
績
部
門
に

お
け
る
産
業
革
命
が
本
格
的
に
始
ま
る
ま
で
、
ザ
ク
セ
ン
綿
織
物
工

業
の
中
に
は
、
ほ
ぼ
次
の
三
つ
の
型
の
前
工
場
制
企
業
が
み
・
い
だ
さ

　
　
①

れ
た
。
た
だ
し
、
谷
企
業
の
最
初
に
与
え
た
名
称
は
筆
者
に
よ
る
。
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Qゆ

@
特
権
約
問
屋
綱
企
業
第
一
類
型

　
「
サ
ラ
サ
捺
染
業
」
十
（
紡
糸
工
）
・
（
織
布
工
）
「
晶
則
貸
下
」

②
　
特
権
的
問
屋
制
企
業
第
二
類
型

　
（
紡
糸
工
）
・
（
織
布
工
）
「
前
貸
制
」

⑧
い
特
権
…
的
榛
｝
染
マ
ニ
ュ
フ
ァ
ク
チ
ュ
ア

　
「
サ
ラ
サ
捺
染
騨
果
」

　
1
　
．
特
権
的
問
屋
制
企
業
第
一
類
型
　
こ
の
形
態
の
企
業
は
、
前

工
場
制
企
業
の
う
ち
で
も
、
最
も
有
力
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
こ

れ
が
特
権
的
と
称
さ
れ
る
理
由
は
、
後
に
も
や
や
詳
し
く
触
れ
る

が
、
設
立
に
際
し
て
、
一
特
定
商
晶
の
生
産
と
流
通
に
お
け
る
独
占

特
権
を
賦
与
さ
れ
て
い
た
た
め
で
あ
る
。
例
え
ば
、
　
一
六
〇
〇
年
プ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヴ
エ
ヨ
ル

ラ
ウ
エ
ソ
市
（
℃
盆
景
。
昌
）
の
市
参
事
会
が
、
同
義
の
「
面
紗
商
人
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヴ
ェ
　
ル

ω
o
ぼ
色
費
窯
ぎ
亀
段
と
呼
ば
れ
る
「
面
紗
」
の
商
人
・
製
造
業
者
に

　
　
　
　
ヴ
あ
　
ル

与
え
た
門
皇
軍
条
例
」
に
関
し
て
、
あ
る
史
料
は
次
の
ご
と
く
の
べ

て
い
る
。

　
こ
の
属
的
（
独
占
の
…
大
島
）
の
た
め
に
、
面
鋤
条
例
の
諸
規
定
が
役
立

　
っ
て
お
り
、
そ
れ
は
他
所
の
而
紗
を
そ
の
適
用
範
閥
に
お
い
て
販
売
す
る

　
こ
と
を
禁
じ
へ
要
す
る
に
飯
鋤
商
業
を
た
だ
プ
ラ
ウ
エ
ン
市
毘
だ
け
で
許

　
も
、
颪
鋤
の
織
布
を
た
だ
市
民
の
娘
達
に
の
み
許
し
て
、
農
村
に
お
け
る

織
機
の
設
既
を
禁
じ
、
そ
こ
で
紡
が
れ
た
紡
糸
を
プ
ラ
ウ
エ
ン
欝
に
引
渡

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
よ
う
命
じ
て
い
る
．

　
ま
た
経
営
構
造
に
つ
い
て
は
、
フ
ォ
ル
ベ
ル
ガ
ー
が
《
閤
暮
9
㌣

α
諺
。
冨
琶
爵
酔
く
①
匿
σ
・
〈
・
鐸
芝
9
。
諺
毎
益
ω
覧
器
毎
》
と
表

現
し
て
い
る
よ
う
に
、
最
終
工
程
た
る
染
色
工
程
を
、
特
権
都
市
に

　
　
　
も
　
　
　
ヤ
　
　
　
も

お
い
て
マ
ニ
ュ
的
に
集
中
し
、
そ
の
「
外
業
部
」
と
し
て
紡
糸
工
、

織
布
工
前
貸
制
を
農
村
及
び
都
市
に
広
汎
に
拡
げ
て
い
る
複
奮
形
態

の
企
業
で
あ
っ
た
。
勿
論
、
そ
の
中
に
は
紡
糸
工
か
あ
る
い
は
織
布

工
か
、
ど
ち
ら
か
の
前
貸
都
門
が
欠
如
す
る
場
合
も
あ
っ
た
が
、
い

ま
そ
の
内
容
を
具
体
的
に
す
る
た
め
に
第
－
表
を
掲
げ
て
お
く
。
こ

の
表
に
お
い
て
ま
ず
難
を
惹
く
こ
と
は
、
就
業
者
が
一
〇
〇
〇
人
を

超
え
る
ほ
ど
、
経
鴬
規
模
が
大
き
か
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
集

中
作
業
場
に
は
、
数
十
・
台
の
捺
染
台
O
路
用
。
舜
鉱
ω
o
ン
ー
木
型
を
乎
で
押

し
て
捺
染
す
る
台
一
が
遣
か
れ
、
そ
こ
に
分
業
体
系
に
編
成
さ
れ
た
絵

書
工
、
型
彫
工
、
、
捺
染
工
等
の
部
分
労
働
者
が
多
…
数
働
い
て
い
た
。

従
っ
て
、
フ
ォ
ル
ベ
ル
ガ
ー
．
は
前
貸
部
門
だ
け
の
単
純
な
「
問
屋
制
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
も
　
　
も

と
区
別
し
て
、
こ
れ
を
「
分
散
マ
ニ
ュ
」
と
呼
ん
で
い
る
が
、
わ
れ

わ
れ
は
こ
れ
を
わ
が
国
の
定
説
通
り
、
特
権
的
開
嘉
酒
企
業
と
規
定

し
て
お
く
。
何
故
な
ら
ば
、
資
本
の
性
格
に
お
い
て
は
、
集
中
作
業

106　〈45；1）



’ドイツ産業革命の一側面（大島）

第工表特権的問麗制企業繁1類の1釜営内容

外業剖靖f1貸誉罰音B併」

紡糸工　；織布工

790人1435人

　　　集　　巾　　作　　業　　場

捺染台　　　　　ジテ　　　｛動

1780年44台i1811年　395人

所　　有

　（所在地）

X一一一x．一一一一一一t

　　　　　1225人

　　　　　　　　1620人

1574年以後，捺染工

A．Neumcisterと

Plauenの8人の綿織
物商人

　　　　（Plauen）

サラサ織布エ178昨22台…1788年　　　｝剤・の紡糸
　　　　　　　　　　　　　　　　　工1782年26台i商業部員，捺染エ

1可聴能麗製作エ他腱難
　　　　　l　　　　　　　　　k　　　　　i　　　　　　1200人

B．G．　Pfiugbcil後｛．こ

Pflugbeil　t1．　王くOl11P．　合

資商会

　　　　　　（Chemnitz）

Forberger，　Die　“，；anufaktur．　，　Tabellarium　SS．　322－3　et，　334－5．

場
の
就
業
者
数
に
比
較
し
て
、
前
貸
制
下
の
そ
れ
の
方
が
圧
倒
的
に

高
く
、
従
っ
て
商
業
資
本
的
機
能
が
優
越
し
て
お
り
、
ま
た
生
産
構

造
の
点
か
ら
い
っ
て
も
、
経
過
的
な
工
程
を
な
す
前
貸
部
門
を
補
完

し
補
強
す
る
た
め
に
こ
そ
、
最
終
工
程
が
集
中
さ
れ
て
い
る
か
ら
で

あ
る
。

　
2
　
特
権
的
問
屋
制
企
業
第
二
類
型
　
こ
れ
は
、
そ
の
中
心
立
地

を
都
市
に
お
く
特
権
企
業
で
あ
る
。
そ
の
経
営
形
態
は
、
フ
ォ
ル
ベ

ル
ガ
ー
が
た
ん
に
《
＜
震
蜀
σ
q
》
と
蓑
現
し
て
い
る
よ
う
に
、
第
一
類

型
か
ら
集
中
作
業
場
を
取
去
っ
た
、
い
わ
ば
単
純
な
問
屋
制
企
業
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
型
の

第互表　特権酌閥屋制第2類型の煮罷営構造

　禅∫fき1遜屋踏‘ド『

謝ノ糸二〔　　　　織勇了」二

所　有　齋
　（所‘着三i也）

300人

（1786thi£）

800人

」．　Chr．　Beshmcr

　　　　　（Oe（leran）

7
吟

（17831，p）

200以上

C．　Gott．　Rubolcl

　　　　　（Oederan）

Forberger，　1）ie　Manufal〈tnr，

Tabellarium　SS．　332－3　et．　334－5．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’

企
業
は
、
第
’
類
型
よ
り
も

一
般
・
的
で
な
か
っ
た
。

　
3
特
権
的
捺
染
マ
ニ
ュ

フ
ァ
ク
チ
ュ
ア
　
こ
れ
は
、

そ
の
経
営
構
造
を
示
し
た
第

皿
表
に
よ
っ
て
も
分
る
通
り
、

染
色
（
1
1
捺
染
）
工
程
だ
け
を

マ
ニ
ュ
的
に
編
成
し
た
集
中

作
業
場
で
あ
り
、
特
権
的
…
問

！07 （455）



第盈表特権酌捺染マニュフ乳クチpmアの経営構造

　集　　中　　作　　業　　場

捺染台　　労働力構成
！7821t：8台　i＝k782府三

1789ゴ喜ユ5奮　i｝畿　　ま乏1

181011；一52養孕il丸染コニg

　　　　　　絵書工5

　　　　　　型彫工3

艶幽工2

その織1！

子　供6

合計　37入

1786釜亭10台　i　1786孟1…；　　　型三二［二2

　　　　　　9奈翼ミニ［二2Q　二色tti工3

　　　　　　絵＝蕊さコ〔14　　！≦希詮卜　　41ノ、

　　　　　　漂白工1

所　　有　　者

　（所在地）

1774年以来商入

KOCh染色工Neu－
mann　1781年商人及

び騎士領所有者　G．

“’laul｛isch

　　　　（1’irna）

1785勾三以遷（…

SchrUter

　　　　（］3e工zig）

Forberger，　Die　Manufal£tur，　Tabellarium，　SS．　336一一

7　et．　346－7．
　　　，

量
制
企
業
第
一
類
型
の
集
中
作
業
場
よ
り
規
模
は
や
や
少
さ
い
が
、

そ
れ
と
ほ
ぼ
同
じ
性
格
を
も
っ
て
い
た
と
み
て
よ
い
。
従
っ
て
、
フ

ォ
ル
ベ
ル
ガ
ー
は
こ
れ
を
《
ズ
欝
窪
毎
回
（
犀
∬
o
ご
昌
〔
巳
巳
巴
容
ξ
》
と
も
、

《
む
ご
ρ
離
ヨ
≦
o
｝
7
δ
H
，
o
巳
5
⇒
σ
q
導
”
罷
二
巴
容
舞
》
　
と
も
表
現
し
て
い
る
の

　
　
③

で
あ
る
。
立
地
は
都
布
に
あ
っ
て
、
営
業
の
独
占
特
権
を
賦
与
さ
れ

て
い
た
。
例
え
ば
、
一
七
八
五
年
ツ
ヴ
ィ
カ
ウ
市
（
N
島
三
。
H
内
鍵
）
の

ロ
レ
ソ
ト
（
O
ぴ
縁
陣
ω
挫
興
ρ
謬
　
Q
り
ρ
ゆ
デ
ニ
φ
一
　
び
O
困
0
5
ゆ
）
に
与
え
ら
れ
た
特
許
状
の

一
都
に
は
、
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

独
占
特
権
を
も
っ
て
《
。
舅
二
霞
①
箕
〇
三
げ
諺
象
》
賦
与
さ
れ
た
る
こ
の

特
権
は
、
爾
後
一
〇
年
間
、
次
の
如
き
を
規
定
し
て
、
慈
悲
深
く
与
え
ら

れ
た
る
も
の
で
あ
る
。
即
ち
、
こ
の
期
間
そ
れ
以
外
の
如
粥
な
る
者
も
、

ッ
ヴ
ィ
カ
ウ
衝
周
辺
四
マ
イ
ル
以
内
の
地
域
に
お
い
て
、
岡
繕
冊
の
捺
染
輩
ρ

を
設
立
し
て
、
サ
ラ
サ
を
捺
染
し
た
ウ
、
さ
せ
た
り
す
る
こ
と
は
織
来
な

　
　
　
　
　
　
　
④

　
　
へ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む

し
と
し
う
こ
と
　
：
．
…

　
こ
の
よ
う
な
製
造
独
占
の
特
権
の
外
に
、
こ
れ
ら
の
企
業
に
は
ま

た
、
し
ば
し
ば
原
料
に
対
す
る
間
接
税
、
人
頭
税
、
労
働
者
の
軍
役

奉
仕
義
務
の
免
除
等
の
特
権
が
与
え
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
り
、
従
っ

て
わ
れ
わ
れ
が
こ
の
企
業
を
、
特
権
ハ
的
榛
…
染
マ
ニ
ュ
フ
一
，
ク
チ
ュ
ア

と
称
し
て
決
し
て
間
違
い
で
は
な
い
。

　
こ
う
し
て
み
れ
ば
、
わ
れ
わ
れ
が
一
七
・
八
世
紀
ザ
ク
セ
ン
に
お

い
て
、
典
型
的
な
形
で
み
い
だ
す
前
工
場
制
企
業
は
、
イ
ギ
リ
ス
の

産
業
下
命
前
に
お
け
る
よ
う
な
、
農
民
層
の
両
極
分
解
を
契
機
に
急

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
　
も
　
　
　
へ

速
に
上
昇
し
て
き
た
小
生
産
者
や
マ
ニ
ュ
で
は
な
く
、
絶
対
王
制
下

イ
ギ
リ
ス
毛
織
物
工
業
の
將
権
的
…
大
織
元
や
、
フ
ラ
ン
ス
の
特
権
的

IQ8　（456＞，



ギイツ塵業革命の一側彌（大島）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

マ
ニ
瓜
フ
”
，
ク
チ
晶
ア
に
似
か
よ
っ
た
大
特
権
親
企
業
群
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
特
権
的
諸
企
業
は
、
い
う
ま
で
も
な
く
農
村
及
び
都
市
に

お
け
る
、
自
生
的
な
産
業
資
本
形
成
の
あ
る
程
度
の
発
展
を
、
そ
の

、
存
立
の
前
提
と
し
つ
つ
も
、
決
し
て
そ
の
傾
向
を
促
進
す
る
も
の
で

は
な
く
、
む
し
ろ
抑
止
す
る
性
格
を
保
持
し
て
い
た
。
こ
の
薮
垣
の

た
め
に
、
そ
れ
ら
の
諸
企
業
は
、
実
は
バ
ラ
バ
ラ
に
孤
立
し
て
存
在

し
て
い
た
の
で
は
な
く
、
普
通
は
絶
対
王
制
の
規
制
立
法
に
支
え
ら

れ
っ
っ
、
し
ば
し
ば
合
補
完
・
連
合
し
て
特
権
的
独
占
組
合
に
結
集

し
て
い
た
の
で
あ
る
。
つ
い
で
、
こ
れ
ら
の
特
権
的
諸
企
業
の
性
格

盤
一
層
明
瞭
に
す
る
た
め
に
、
こ
の
「
初
期
独
占
」
的
な
独
占
組
合

の
内
容
を
警
見
し
て
お
こ
う
。

　
二
　
特
権
的
独
占
組
合
と
直
接
生
産
者
の
規
制
　
　
一
七
・
八
世
紀
ザ
ク

セ
ン
綿
織
物
工
業
の
特
権
的
問
屋
制
企
業
主
と
、
そ
の
独
占
組
合
の

性
格
を
理
解
す
る
た
め
に
は
、
わ
れ
わ
れ
は
一
七
六
四
年
に
絶
対
王

制
が
、
全
フ
ォ
ー
ク
ト
ラ
ソ
ト
郡
（
＜
o
α
q
¢
ρ
閂
益
。
鼻
ノ
、
o
蒔
肥
窪
鳥
）
の

綿
織
物
商
入
・
製
造
業
者
の
た
め
に
発
布
し
た
、
　
「
綿
製
缶
製
造
規

定
」
《
菊
①
σ
Q
δ
ヨ
Φ
三
陸
韓
ヒ
ご
雪
B
≦
畠
2
副
ミ
塁
円
2
竃
ρ
茗
貯
葬
舞
》

一
以
下
「
製
造
規
定
」
と
呼
ぶ
一
を
分
析
す
る
こ
と
が
穀
も
適
当
で
あ

ろ
う
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
こ
の
一
七
六
四
年
と
い
う
年
は
七
年
戦
争
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
カ
メ
ラ
リ
ス
ム
ス

終
り
、
ザ
ク
セ
ン
絶
対
王
制
が
宮
房
主
義
政
策
へ
1
1
重
廃
案
義
）
に
基

づ
い
て
、
領
海
内
の
全
経
済
活
動
の
収
敏
的
掌
握
を
｝
応
達
成
し
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

年
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
従
っ
て
、
プ
ラ
ウ
エ
ソ
市
を
拠
点
と
す

る
フ
ォ
ー
ク
ト
ラ
ソ
ト
郡
の
特
権
脳
的
闘
一
屋
制
企
鞭
木
主
達
が
、
彼
酔
寺
の

独
占
組
合
、
　
「
綿
製
晶
製
造
商
人
組
合
」
《
切
髪
B
≦
＆
①
⇔
甫
き
冨
辛

ヨ
P
づ
仁
｛
ρ
渥
仲
自
ユ
げ
舘
ズ
一
一
の
呪
貯
謬
仁
ゆ
α
q
》
　
i
以
下
「
商
人
製
遣
組
合
」
と
呼

ぶ
一
に
結
集
し
た
の
も
、
　
こ
う
し
た
絶
対
王
制
の
「
初
期
独
占
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

的
政
策
に
基
づ
い
て
い
た
。
幸
い
に
バ
イ
ソ
が
そ
の
著
作
の
巾
に
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

こ
の
「
製
造
規
定
」
の
全
文
を
掲
載
し
て
お
り
、
い
ま
は
そ
れ
に
よ

っ
て
当
時
の
特
権
的
問
屋
制
企
業
主
と
、
彼
等
の
規
鋼
・
支
配
を
受

け
る
直
接
生
産
者
の
実
体
に
接
近
し
て
み
よ
う
。

　
「
商
人
製
造
振
合
」
の
組
合
員
に
な
る
た
め
に
は
、
ま
ず
最
低
五

i
六
〇
〇
↓
ン
巴
舞
（
ー
ー
ゴ
戸
ぎ
）
の
財
産
所
有
者
た
る
こ
と
、
及
び
五

品
詞
三
唱
．
の
入
会
金
一
1
登
記
料
六
、
↓
三
づ
薫
國
管
区
、
市
参
事
会
、

組
倉
金
庫
へ
各
六
6
三
巴
．
一
六
　
〇
目
霧
3
窪
i
の
納
入
と
が
、
入
会

資
格
と
さ
れ
て
い
た
（
第
二
条
）
。
当
時
の
織
布
工
の
週
給
が
一
一
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

目
三
μ
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
考
え
て
、
こ
の
事
実
だ
け
で
も
特
権

的
問
屋
不
潔
業
主
が
、
相
当
富
裕
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

こ
う
し
て
組
合
員
に
な
っ
た
彼
等
は
、
勿
論
、
生
産
と
流
通
に
お
け
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る
独
占
特
権
を
享
受
ナ
る
こ
と
が
で
き
た
ひ
例
え
ば
、
非
組
含
艮
に

は
「
定
期
市
扁
や
「
歳
市
」
へ
の
訪
問
は
許
さ
れ
て
お
ら
ず
、
も
し

非
組
合
員
が
商
晶
の
販
売
を
行
っ
た
場
舎
に
は
、
五
〇
日
巳
μ
に
も

及
ぶ
罰
金
が
課
せ
ら
れ
た
（
第
七
条
）
。
事
実
、
妾
時
の
ザ
ク
セ
ン
綿

織
物
工
業
の
流
通
機
構
は
、
世
界
貿
易
の
中
心
地
と
さ
え
い
わ
れ
た

ラ
イ
プ
チ
ヒ
議
巾
（
r
o
首
鼠
σ
Q
）
の
「
定
期
詣
巾
」
ソ
臼
⑦
累
㊦
一
年
二
剛
復
活
祭

と
ミ
カ
エ
ル
祭
に
開
催
さ
れ
る
一
を
基
軸
に
し
た
、
遠
く
ロ
シ
ア
、
　
ポ

ー
ラ
ゾ
ド
、
ト
ル
コ
、
イ
タ
リ
ア
に
ま
で
及
ぶ
遠
隔
地
通
商
綱
で
あ

り
、
特
権
的
独
占
組
合
員
だ
け
が
、
彼
等
の
販
売
機
構
を
通
じ
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

こ
の
流
通
網
を
支
配
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
い
ま
そ
う
し
た
独
占
的

販
紐
冗
機
関
…
を
あ
げ
〉
れ
ば
、
例
え
ば
一
七
八
○
年
プ
ラ
ウ
エ
ソ
轟
巾
に
お

い
て
一
一
入
の
大
商
人
が
設
立
し
た
「
ハ
ウ
ス
ナ
ー
合
資
商
会
」

《
鴨
川
鴎
曇
ρ
鵠
斜
β
ω
ω
コ
O
中
州
O
O
．
》
が
あ
b
／
、
こ
れ
が
他
の
組
合
員
の
製

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

品
の
委
託
販
売
を
一
手
に
引
受
け
て
い
た
。
・
ま
た
「
製
造
商
人
組
合
」

は
、
共
同
の
業
務
と
財
政
を
行
う
た
め
に
、
組
手
総
会
と
組
合
金
庫

を
も
つ
て
い
た
が
、
同
時
に
市
参
事
会
よ
り
選
出
さ
れ
た
「
管
理
官
し

ぎ
ω
℃
㊦
葬
○
脱
に
よ
る
管
理
を
受
け
る
と
い
う
形
で
、
特
権
都
市
プ
ラ

ウ
エ
ソ
の
寡
頭
的
都
市
権
力
と
完
全
に
結
禽
・
癒
着
し
、
そ
の
支
持

を
え
て
い
た
の
で
あ
る
（
第
八
条
）
。

　
と
こ
ろ
で
、
特
権
鰐
…
開
屋
無
毒
業
主
は
組
合
規
制
と
い
う
形
で
駅

全
体
と
し
て
そ
の
支
配
下
に
あ
る
直
接
生
里
離
（
紡
糸
工
．
織
布
工
．

仕
上
工
）
に
対
し
、
経
済
外
強
制
を
実
現
す
る
た
め
の
戦
友
の
規
制

制
度
、
規
綱
機
関
を
設
け
て
い
た
。
こ
の
よ
う
に
自
由
な
生
産
と
販

売
を
禁
止
し
、
原
料
の
隠
匿
を
予
防
し
、
ま
た
製
品
の
合
規
格
性
と

整
一
性
を
保
障
す
る
た
め
の
制
度
と
し
て
、
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ

っ
た
。
検
査
・
検
印
制
度
（
㏄
畠
§
穿
。
。
婁
日
も
。
一
）
、
労
働
手
帳
（
ン
ッ

σ
三
厩
魯
。
一
）
、
明
細
書
（
＜
。
護
・
一
。
冨
塞
）
、
解
約
予
予
期
間
、
臨
検
、

没
収
、
罰
金
、
投
獄
等
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
れ
ら
を
実
現
す
る
機
関

と
し
て
、
「
監
督
官
」
〈
o
富
富
プ
震
と
門
指
導
官
」
〉
¢
診
。
げ
母
と
が

骸
か
れ
て
い
た
。
そ
の
う
ち
「
監
督
官
」
は
、
次
の
よ
う
な
規
制
・

処
罰
権
を
も
っ
て
い
た
。
週
に
三
度
の
検
査
・
検
印
業
務
、
直
接
生

産
者
の
仕
事
場
の
自
由
な
臨
検
、
未
検
印
品
の
製
造
・
仕
上
・
販
売

の
禁
止
と
、
違
反
者
の
処
罰
、
等
が
そ
れ
で
あ
る
（
第
八
条
）
。
ま
た

「
指
導
官
」
は
、
主
と
し
て
直
接
生
産
者
に
対
す
る
技
術
揃
導
i

紡
糸
法
∵
仙
勅
糸
洗
母
法
・
織
布
法
等
一
を
行
っ
て
い
た
（
第
八
条
）
。
　
そ

れ
で
は
直
接
生
産
者
は
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
綴
合
規
制
の
も
と

に
、
ど
の
よ
う
な
形
で
存
在
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

　
1
　
「
紡
糸
工
」
ω
｝
首
旨
興
「
紡
糸
慨
し
は
、
主
と
し
て
農
村
及

ユ＝LO　　（458＞
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び
都
市
の
女
、
子
供
が
ら
な
る
画
業
的
な
寒
内
労
働
者
で
あ
る
。
彼

等
は
問
屋
葛
藤
業
主
乃
至
は
そ
の
使
用
人
た
る
「
代
理
人
」
喝
巴
興
醒

か
・
り
原
綿
を
苫
剛
貸
藷
d
れ
一
、
山
園
来
卜
山
つ
た
製
口
剛
に
対
「
し
て
先
に
の
べ
た

検
査
・
検
印
を
受
け
、
そ
し
て
そ
れ
を
専
ら
特
権
的
独
占
組
合
員
に

引
渡
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
も
し
も
彼
等
が
、
郡
内
の
非
組

合
員
に
販
売
し
た
場
合
五
↓
三
島
の
、
ま
た
意
外
の
も
の
で
あ
れ
ば

一
〇
↓
巴
播
の
罰
金
が
課
せ
ら
れ
た
。
そ
の
他
、
検
査
に
際
し
て
不

合
格
贔
を
出
し
た
時
に
は
、
賃
金
が
支
払
わ
れ
な
い
ば
か
り
で
な
く
、

原
料
費
の
保
障
が
要
求
さ
れ
、
再
度
こ
れ
が
繰
返
さ
れ
た
な
ら
ば
、

五
8
三
磐
の
罰
金
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
（
第
一
…
一
条
）
。

　
2
　
「
織
布
工
」
芝
鶴
碑
巽
F
ノ
＜
。
σ
舞
つ
ぎ
に
都
市
及
び
農
村

に
広
く
拡
散
し
、
紡
糸
を
問
屋
制
企
業
主
か
ら
前
貸
さ
れ
て
、
自
宅

で
織
布
す
る
「
織
布
工
」
が
い
る
。
し
か
し
こ
れ
に
は
、
試
作
品
の

｛
診
査
に
倉
格
し
、
登
記
料
馴
i
農
村
の
場
合
八
日
三
H
．
二
〇
〇
H
o
ω
o
び
①
昌
、

都
市
の
場
合
一
8
三
穏
二
〇
〇
3
の
。
冨
⇔
一
を
支
払
っ
て
、
「
製
造
商
入

組
合
」
に
登
録
さ
れ
た
組
合
専
属
の
「
組
合
織
布
工
」
芝
ξ
吋
鶏
と
、

従
来
の
ツ
ン
フ
ト
、
　
「
織
布
工
組
合
」
《
芝
9
巴
き
巷
σ
q
》
に
属
し

な
が
ら
、
特
権
的
問
屋
制
企
業
の
支
配
を
受
け
る
に
至
っ
た
「
ツ
ン

フ
ト
織
布
詳
し
／
＜
卑
）
窪
の
二
種
類
の
も
の
が
あ
っ
た
。
と
は
い
え
、

い
ず
れ
に
せ
よ
両
者
は
検
査
・
検
印
に
際
し
て
．
原
料
の
品
質
や
数

量
を
記
入
し
た
「
労
働
手
帳
」
を
持
参
し
、
そ
れ
と
照
含
し
て
検
査

を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
勿
論
、
不
合
格
品
に
対
し
て
は

賃
金
の
支
払
を
受
け
ず
、
原
料
費
の
賠
償
負
担
義
務
を
負
い
、
場
合

に
よ
っ
て
は
罰
金
、
投
獄
の
憂
き
目
を
み
た
。
ま
た
「
組
合
織
布
工
」

が
、
特
定
の
問
騰
制
企
業
主
と
契
約
を
結
ぶ
と
、
今
度
は
一
四
日
間

の
解
約
予
告
期
問
に
よ
っ
て
、
自
由
な
離
職
が
阻
止
さ
れ
た
。
　
「
ツ

ン
フ
ト
織
布
工
」
で
す
ら
、
非
演
台
貴
以
外
の
者
に
製
品
を
自
由
に

販
売
で
き
ず
、
そ
れ
に
違
反
し
た
富
合
に
は
、
一
〇
目
三
二
の
科
料

を
支
払
わ
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
（
錯
五
条
）

　
3
　
　
「
仕
上
工
」
b
d
ざ
ざ
び
負
F
艀
鐸
ぴ
母
　
そ
の
外
に
「
仕
上
工
」

と
し
て
、
　
「
漂
白
工
」
】
雛
巳
O
プ
巽
や
「
染
色
工
」
剛
弩
げ
巽
が
存
在

し
て
い
た
が
、
彼
等
も
ま
た
両
様
の
規
制
を
受
け
て
い
た
。
例
え
ば
、

彼
等
は
未
検
印
品
や
、
ま
た
明
細
書
i
商
品
主
、
管
理
官
の
署
名
の
も

と
に
、
品
物
の
贔
質
．
数
量
が
記
入
さ
れ
て
い
る
…
と
一
致
し
な
い
製
品

の
仕
上
を
、
絶
対
に
し
な
い
よ
う
宣
誓
し
て
3
3
り
、
こ
れ
を
破
っ
た

場
合
に
は
、
五
－
一
〇
躍
忌
・
の
舗
金
を
受
け
て
い
る
（
纂
六
条
）
。

　
こ
う
し
て
み
る
と
、
一
七
世
紀
中
葉
ザ
ク
セ
ン
綿
織
物
工
業
の
特

権
犀
角
屋
下
企
業
群
に
よ
る
継
合
規
制
は
、
極
め
て
広
汎
で
厳
格
な
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も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
窺
え
る
で
あ
ろ
う
。
そ
の
原
因
の
う
ち
で
基

本
的
な
こ
と
は
、
封
建
的
危
機
の
一
表
現
で
あ
っ
た
一
六
世
紀
初
頭

の
農
罠
戦
争
が
敗
北
し
て
の
ち
、
ザ
ク
セ
ン
に
お
い
て
も
封
建
反
動

が
強
ま
り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
農
民
暦
の
分
解
と
自
生
的
産
業
資
本
形

成
の
傾
向
が
抑
止
さ
れ
、
逆
に
前
期
的
商
業
の
存
立
基
盤
が
強
ま
つ

　
　
　
　
　
　
⑫

た
た
め
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
一
八
世
紀
の
末
期
に
い
た
る
ま
で
、
ザ

ク
セ
ン
綿
織
物
工
業
小
は
…
発
㎜
灰
を
遂
げ
〉
て
ゆ
き
、
そ
の
闇
凹
つ
ね
に
特
権
…

的
問
屋
制
企
業
と
、
農
村
の
そ
れ
を
中
心
と
し
た
直
接
生
産
者
の
対

抗
関
係
も
拡
大
し
て
ゆ
く
が
、
し
か
し
最
後
ま
で
、
後
者
に
対
す
る

前
者
の
圧
倒
と
い
う
傾
向
（
ド
ィ
ッ
的
性
格
／
）
に
終
始
す
る
の
は
、

一
つ
は
そ
の
遠
因
を
こ
の
特
権
的
独
占
組
合
の
組
合
規
制
の
一
強
さ
の

中
に
探
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

　
三
　
前
工
場
制
綿
織
物
工
業
の
発
展
　
さ
て
、
こ
こ
で
一
八
・
九
世
紀

の
交
に
至
っ
て
、
　
「
危
機
」
の
時
期
を
迎
え
る
ま
で
の
、
前
工
場
制

綿
織
物
工
業
の
発
展
の
姿
を
、
　
一
応
数
量
的
に
確
認
し
て
お
き
た
い
。

バ
イ
ソ
は
、
フ
ォ
ユ
ク
ト
ラ
ソ
ト
郡
に
関
し
て
、
概
括
的
で
は
あ
る

が
そ
う
し
た
数
字
を
あ
げ
て
お
り
、
そ
れ
に
よ
る
と
一
七
七
四
年
、

「
織
布
工
」
約
二
〇
〇
〇
人
、
　
「
紡
糸
工
」
約
八
0
0
0
人
で
あ
っ

た
の
に
対
し
て
、
一
七
八
六
・
七
年
に
は
「
織
布
工
」
約
八
○
○
○

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

人
、
　
「
紡
糸
工
」
約
一
七
八
O
O
O
人
と
急
激
に
増
加
し
て
い
る
。

こ
の
数
こ
そ
、
締
織
物
工
業
を
ザ
ク
セ
ン
の
「
国
民
的
産
業
」
と
す

る
基
礎
で
あ
っ
た
。
従
っ
て
そ
れ
に
対
応
し
て
、
特
権
的
問
屋
制
企

業
主
の
数
も
、
そ
の
間
五
二
人
か
ら
一
七
二
一
一
八
○
人
に
増
大
し

て
い
る
。
ま
た
、
全
ザ
ク
セ
ン
に
関
す
る
前
工
場
制
企
業
の
増
加
状

態
は
、
フ
ォ
ル
ベ
ル
ガ
ー
の
作
成
し
た
表
か
ら
も
判
別
し
う
る
。
第

W
表
は
、
筆
者
が
現
在
ま
で
に
判
明
し
た
限
り
の
も
の
を
、
そ
れ
か

ら
整
理
し
た
前
工
場
制
企
業
の
年
代
別
設
立
件
数
で
あ
る
。
こ
れ
に

第W表　前工場制企業の年代別設立件数

年代難智謀轡鯵難館卜
！750－59　i 1 1－

　
り
Q
　
只
）
　
8

15

T
7
1

！
6
6
1
3
2
6
！

2
　
2
　
2
　
　
2
　
3
　
1

　　60－69

　　70－79

　　80－89

　　90－99

1800－09

　　10－19

　　20－29

483513AM 言．卜

’Forbergcr，　1）ie　Manufaktur，　Tabellarium

よ
つ
て
も
、
や

は
り
前
工
場
制

綿
織
物
工
業
の

発
展
が
、
一
八

世
紀
の
六
〇
年

代
か
ら
始
ま
り
、

一
八
世
紀
九
〇

年
代
に
い
た
る

ま
で
継
続
し
て

い
る
こ
と
が
、

は
っ
き
り
と
理

ユ12　　（4蔭0）
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解
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
フ
ォ
ル
ベ
ル
ガ
…
は
、
前
工
場
制
綿
織
物
業

の
発
展
の
端
初
を
、
七
年
職
争
（
一
七
五
六
…
六
三
無
）
の
終
結
時
に

求
め
、
ま
た
バ
イ
ソ
は
、
そ
の
「
本
来
的
繁
栄
期
」
《
①
蒔
。
鳥
肉
。
げ
①

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

9
§
N
℃
o
甑
○
伍
⑦
》
の
開
始
期
を
、
八
○
年
代
に
求
め
て
い
る
が
、
そ

の
こ
と
は
こ
の
表
と
完
全
に
一
致
し
て
い
る
。

　
そ
れ
で
は
、
こ
の
よ
う
な
生
産
機
構
の
発
展
は
、
そ
の
生
産
量
に

い
か
に
反
映
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
か
。
第
V
表
は
、
　
一
七
六
五
年
以

来
の
フ
ォ
ー
ク
ト
ラ
ソ
ト
郡
に
お
け
る
モ
ス
リ
ン
、
及
び
捺
染
サ
ラ

サ
の
生
薩
量
を
示
し
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
モ
ス
リ
ン
の
生
産

鍛
は
、
一
八
世
紀
八
○
年
代
か
ら
急
増
し
、
九
五
一
九
年
の
間
に
絶

頂
に
達
し
、
そ
の
後
一
九
世
紀
に
入
っ
て
減
少
し
て
い
る
。
捺
染
サ

第V表　フ，t一クトランド郡の

綿織物生産量（StUck）

モスリンi捺染サラサ年代

5．124
　　’

13．954
　　’

11，734

27．431
　　’

44．950
　　’

20．859
　　’

7．117
　　’

6，712

169．229
　　　’

229．308
　　　’

271．778
　　　’

508．175
　　　’

828．334
　　　’

827．158
　　　，

912．103
　　　，

618，384

395，154

1765－69

1770－74

1775－79

1780－84

1785－89

1790－94

1795－99

1800－04

1805－09

13ein，　Die　lndustrie，

Anhang　II．

ラ
サ
の
場

含
も
、
多

少
の
偏
差

は
あ
れ
ほ

ぼ
同
様
で

あ
っ
た
。

こ
の
生
産

量
増
減
の

波
こ
そ
、
ま
た
ザ
ク
セ
ン
に
お
け
る
特
権
的
問
屋
制
企
業
を
蕪
軸
と

し
た
前
工
場
制
企
業
の
発
展
と
、
そ
の
衰
退
を
正
確
に
反
映
し
て
い

る
と
い
え
な
い
だ
ろ
う
か
。
一
八
・
九
世
紀
の
交
に
始
ま
る
ザ
ク
セ

ン
前
工
場
制
綿
織
物
工
業
の
「
危
機
」
は
、
こ
の
生
産
量
の
激
減
の

中
に
示
さ
れ
て
お
り
、
わ
れ
わ
れ
は
次
章
に
お
い
て
、
そ
の
実
体
の

考
察
に
歩
を
進
め
た
い
。

①
R
ご
扇
0
8
①
薦
①
ゴ
惣
。
ツ
鑓
コ
急
註
奎
鐸
↓
菩
。
瓢
髪
一
二
3
0
0
も
Q
．
も
。
O
①
第

②
　
ヨ
峯
ご
Q
Q
■
ミ
轡

③
建
家
び
。
最
。
び
、
．
N
籠
ノ
ノ
巨
峯
（
多
三
α
q
：
㌧
．
o
Q
e
窃
野
。
抄
、
．
N
曇
≧
第
。
ヨ
ー

　
ρ
ウ
匪
参
議
。
嘗
毎
嶺
…
、
、
も
。
．
同
。
。
①
．

④
　
閃
。
ヨ
震
σ
Q
霞
」
）
冨
ジ
｛
窪
5
暁
㌶
銭
ぴ
ψ
8
”

⑤
大
塚
久
雄
「
近
代
欧
洲
経
済
史
癌
説
』
（
上
ノ
ニ
）
、
高
橋
幸
八
郎
「
斎

　
民
革
命
の
構
造
恥
参
照
。

⑥
．
蜀
。
肖
σ
o
義
鍔
曽
O
δ
裟
ρ
嚢
土
葬
鐸
斜
ω
ω
。
お
塗
①
酋
器
①
ぬ
．
ド
イ
ツ

　
に
お
け
る
領
邦
絶
鰐
王
制
の
経
済
政
策
は
、
そ
の
素
雪
化
し
た
政
治
形
態

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
カ
メ
ラ
ソ
ス
ム
ス

　
に
相
応
し
く
、
擬
似
重
商
主
義
政
策
・
「
官
房
主
義
」
と
い
う
姿
を
と
つ

　
て
い
た
。
そ
れ
で
も
、
こ
れ
が
い
わ
ば
重
商
主
義
の
ド
イ
ツ
的
形
態
で
あ

　
つ
た
こ
と
も
事
実
で
あ
る
。
ザ
ク
セ
ン
に
お
い
て
こ
の
よ
う
な
政
策
が
本

　
格
酌
に
始
ま
る
の
は
、
一
七
〇
…
二
年
ア
ウ
グ
ス
ト
強
大
侯
（
〉
信
㈹
二
。
。
腔
血
Φ
触

　
の
冨
ユ
お
）
治
下
に
お
い
て
、
「
商
業
委
鼓
会
」
《
囲
○
影
ヨ
霧
N
α
o
讐
ρ
江
。
謬
》

　
が
二
二
さ
れ
て
以
後
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
機
関
は
、
つ
い
で
一
七
三
三

　
年
に
内
閣
遣
属
機
関
、
　
「
商
業
庁
」
《
頴
。
ヨ
白
癬
艮
。
濠
σ
q
ヨ
ヨ
》
に
数
翻

ユ13 （461）



　
さ
れ
、
さ
ら
に
こ
れ
は
へ
七
六
四
年
に
は
、
　
「
ザ
ク
セ
ン
選
帝
侯
碩
菰
・

　
経
済
・
製
造
業
・
商
業
委
員
会
扁
《
麟
焉
暁
．
o
り
ぎ
汀
。
。
．
囲
鄭
邑
。
。
。
－
○
①
ぎ
⇒
？

　
巨
？
累
露
ξ
鋳
窪
7
譲
。
ヨ
ヨ
①
搬
N
δ
崇
u
招
工
船
9
》
と
、
「
選
帝
侯
補
助

　
金
金
庫
」
《
○
プ
ロ
同
暁
郎
壇
Q
ρ
け
一
一
〇
び
O
　
℃
吋
麟
鵠
ρ
一
¢
欝
1
0
曽
ω
G
つ
O
》
に
拡
充
・
発
展
を
遂

　
げ
た
。
か
く
て
、
澗
機
関
は
そ
の
主
要
な
業
務
と
し
て
、
ザ
ク
セ
ン
に
お

　
け
る
特
権
の
賦
与
、
ツ
ン
フ
ト
定
款
の
認
承
、
定
期
市
や
輸
繊
入
の
管
理
、

，
及
び
特
定
産
業
に
対
す
る
「
補
助
金
」
や
「
貸
付
金
篇
等
に
よ
る
財
政
的

　
援
助
等
を
行
っ
た
。

⑦
切
。
旦
。
や
9
汁
ご
ω
■
謡
。

⑧
皆
斧
層
ω
ψ
㎝
ω
①
塗
9
㌦
．
甥
冨
津
。
ω
菊
①
σ
q
δ
ヨ
⑦
簿
ヨ
窪
酔
自
鍵
む
d
鎧
冨
で

　
≦
o
ぎ
捧
髪
鑓
お
p
ツ
、
鋭
巨
Σ
内
汁
頑
く
。
旨
冒
ξ
①
嵩
繊
＼
嵩
①
膳
”
、

⑨
塗
鳥
‘
Q
。
」
8
・

⑭
　
ヨ
藁
こ
Q
o
G
D
「
○
。
り
占
ド
従
っ
て
、
原
料
で
あ
る
綿
花
は
、
マ
ケ
ド
ニ
ア
や

　
ス
ミ
ル
ナ
か
ら
オ
ー
ス
ト
リ
ア
、
ベ
ー
メ
ン
を
通
過
し
て
、
後
に
は
西
イ

　
ン
ド
諸
島
か
ら
輪
入
さ
れ
、
ま
た
製
品
は
、
ド
イ
ツ
の
告
領
邦
の
外
に
、

　
ロ
シ
ア
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
、
ト
ル
コ
、
フ
ラ
ン
ス
、
ス
ペ
イ
ン
、
イ
タ
リ
ア

　
へ
翰
出
さ
れ
た
。

＠
8
準
．
Q
り
●
。
。
。
。
’

⑫
　
松
尾
展
成
「
封
建
的
危
機
の
経
済
的
基
礎
」
ザ
ク
セ
ン
の
ば
あ
い

　
一
」
　
（
『
繭
洋
経
済
史
講
座
』
翼
所
収
）
、
拙
稿
「
ド
イ
ツ
農
民
戦
争
の

　
性
格
に
つ
い
て
一
串
部
ド
イ
ツ
を
中
心
に
i
」
（
「
西
洋
史
学
臨
四
種
）

⑬
　
ゆ
9
P
o
ワ
9
f
ω
・
δ
。
。
．

⑭
萱
自
ご
Q
り
’
。
。
メ

第
二
章

一
八
・
九
世
紀
の
交
に
お
け
る

前
工
場
制
綿
織
物
業
の
「
危
機
」

　
一
　
危
機
の
性
格
　
一
八
世
紀
の
終
末
に
近
ず
く
に
つ
れ
て
、
さ
し

も
繁
儒
宋
を
誇
っ
た
ザ
ク
セ
ン
鯨
師
織
物
工
業
小
は
、
突
如
フ
厄
機
…
」
の
段
階

に
陥
っ
て
い
っ
た
。
こ
の
「
危
機
」
は
、
　
一
八
〇
六
年
の
大
陸
封
鎖

の
開
始
ま
で
続
く
。
従
っ
て
、
こ
の
段
階
か
ら
徐
々
に
試
み
ら
れ
つ

つ
も
、
組
織
的
に
は
一
九
世
紀
の
一
〇
年
代
に
始
ま
る
前
工
場
制
企

業
へ
の
機
械
（
1
1
紡
績
機
）
の
導
入
は
、
実
は
こ
の
「
危
機
」
に
対
す

る
ザ
ク
セ
ン
綿
織
物
工
業
の
対
応
・
克
服
の
手
段
で
あ
っ
た
。
そ
れ

故
に
、
ザ
ク
セ
ン
に
お
け
る
こ
の
産
業
革
命
の
開
始
の
局
面
を
適
確

に
卜
え
る
た
め
に
は
、
ぜ
ひ
と
も
ま
ず
こ
の
「
危
機
」
の
様
相
を
理

解
も
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
こ
の
「
危
機
」
を
惹
き
お
こ
し
た
要
因
は
、
さ
し
あ
た
り
大
別
し

て
、
内
外
二
つ
の
要
因
に
帰
す
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
う
ち
内
的
要

因
と
は
、
特
権
的
閲
屋
制
企
業
と
そ
の
独
占
組
合
を
、
内
部
に
お
い

て
下
か
ら
動
揺
さ
せ
る
農
民
謄
の
分
解
と
絡
ま
り
あ
っ
た
、
農
村
工

業
の
小
ブ
ル
ジ
翼
ア
的
・
ブ
ル
ジ
ョ
ア
的
発
展
の
進
行
で
あ
る
。
す

な
わ
ち
、
そ
も
そ
も
特
権
的
問
屋
制
企
業
そ
の
竜
の
が
、
す
で
に
一

114 （462］



ドイツ産業箪命の一側獄（大島）

定
度
の
そ
う
し
た
自
生
帥
産
業
資
本
形
成
の
中
に
毛
そ
の
存
立
基
盤

を
も
っ
て
い
た
の
で
あ
る
か
ら
、
　
こ
の
矛
盾
（
「
特
権
的
問
屋
制
企
業
」

対
「
農
村
工
業
」
）
は
、
　
つ
ね
に
初
期
資
本
主
義
時
代
を
通
じ
て
存
在

し
続
け
る
の
で
あ
り
、
条
件
に
よ
っ
て
ど
ち
ら
か
が
優
位
に
立
つ
。

と
く
に
絶
対
王
学
末
期
に
お
い
て
は
、
ど
の
国
に
お
い
て
も
特
権
的

問
屋
綱
企
業
を
脅
す
農
村
工
業
の
発
展
が
み
ら
れ
る
の
で
あ
り
、
ザ

ク
セ
ン
も
ま
た
例
外
で
は
な
か
っ
た
。
た
だ
し
、
こ
の
地
に
お
け
る

そ
の
傾
向
は
、
つ
ね
に
そ
れ
が
一
定
限
度
に
と
ど
ま
っ
た
こ
と
に
、

そ
の
特
徴
を
み
い
だ
す
。

　
第
二
の
要
圏
は
、
外
的
要
因
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
こ
こ
で
は
主
と

　
　
　
　
も
　
　
　
つ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ち
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
め
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
も
　
　
　
つ
　
　
　
つ
　
　
　
り

し
て
、
大
量
で
廉
価
な
イ
ギ
リ
ス
綿
製
晶
の
流
入
の
こ
と
を
さ
し
て

い
る
。
と
い
う
の
は
、
こ
の
段
階
は
イ
ギ
リ
ス
に
お
い
て
産
業
革
命

が
、
急
速
な
テ
ン
ポ
で
進
行
し
て
い
っ
た
時
期
で
あ
り
、
従
っ
て
そ

の
機
械
製
綿
布
・
綿
糸
が
、
ザ
ク
セ
ン
に
も
怒
濤
の
ご
と
く
流
入
し
、

そ
れ
が
こ
の
地
の
生
産
力
的
に
も
、
経
営
形
態
学
に
も
遅
れ
た
綿
織

物
工
業
に
、
壊
滅
的
な
影
響
を
与
え
た
た
め
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
筆
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
　
カ
　
　
　
も
　
　
　
も
　
　
　
ち
　
　
　
も
　
　
　
も
　
　
　
も

者
が
、
　
「
歴
史
学
研
究
」
の
前
掲
論
文
で
、
　
「
内
因
に
転
化
し
た
外

　
も
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
　
ち

・
因
」
と
呼
ん
で
、
ド
イ
ツ
に
お
け
る
産
業
革
命
開
始
の
動
困
と
し
て

強
調
し
た
屯
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
後
に
展
開
す
る
こ
と
は
、
後
進
資

本
主
義
国
に
と
っ
て
の
「
外
因
」
の
把
え
方
、
そ
の
歴
史
理
論
へ
の

導
入
の
仕
方
に
つ
い
て
の
一
つ
の
試
み
に
な
っ
て
い
る
。

　
二
　
内
的
要
因
　
ま
ず
内
的
要
因
か
ら
み
て
ゆ
こ
う
。
一
六
世
紀
初

頭
の
封
建
的
危
機
を
脱
し
た
後
の
ザ
ク
セ
ン
に
お
け
る
農
業
構
造
は
、

古
く
は
F
二
」
・
ハ
ウ
ソ
が
、
ま
た
後
に
は
中
部
ド
イ
ツ
農
制
の
権

威
F
・
リ
ュ
ト
ゲ
が
、
そ
し
て
最
近
で
は
P
・
シ
ュ
ト
ル
ツ
が
と
も

に
指
摘
し
て
い
る
通
り
、
「
ダ
ー
ツ
経
営
し
　
○
暮
。
。
毒
舛
諾
。
｝
峯
葎
的

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

な
方
向
で
展
開
し
て
い
っ
た
。
勿
論
エ
ル
ベ
河
を
は
さ
ん
で
、
東
、

二
村
＝
騎
士
領
、
　
一
騎
士
領
平
均
五
〇
〇
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
西
、
六
村

一
騎
士
領
、
一
騎
士
領
平
均
一
〇
〇
ヘ
ク
タ
ー
ル
と
い
っ
た
強
度
の

　
　
　
　
　
◎

差
は
存
在
し
た
。
し
か
し
、
こ
の
こ
と
か
ら
逆
に
、
主
と
し
て
綿
織

物
工
業
の
中
心
地
と
な
っ
た
西
部
に
お
い
て
す
ら
、
封
建
的
土
地
所

有
が
強
閲
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
る
。
そ
れ
は
ま
た
、
ザ
ク
セ
ン
に
お

い
て
も
K
．
ブ
ラ
シ
ュ
ケ
が
実
証
し
た
よ
う
な
広
汎
な
「
農
民
追
放
」

－
一
七
五
〇
年
・
頃
ま
で
に
、
確
実
な
場
脅
で
全
農
民
保
有
地
の
三
％
、
お
そ
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

く
は
四
一
五
％
に
及
ぶ
一
が
行
わ
れ
た
こ
と
や
、
　
R
。
ブ
ッ
ト
ケ
が
調

べ
あ
げ
〉
た
、
よ
・
り
に
、
　
「
ゲ
ジ
ソ
デ
強
岩
渕
奉
仕
ム
ム
」
　
《
○
耳
漏
⇔
g
⇔
σ
q
⊆
o
q
。

○
Φ
ω
一
部
伍
①
N
芝
欝
旨
σ
q
島
田
①
嵩
ω
叶
》
ビ
か
、
　
伽
幾
臨
灰
も
1
一
五
…
二
〇
年
、
　
一
山
ハ
五
一
伍
－
、

一
六
六
一
年
、
　
一
七
三
五
年
、
　
一
七
六
九
卑
i
辮
冊
績
棚
・
強
化
さ
れ
て
い
ワ
O
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④

事
実
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
畏
離
層
は
こ
の

強
固
な
領
主
経
営
の
重
圧
に
抗
し
て
、
一
定
度
の
小
商
晶
生
産
を
行

い
つ
つ
分
解
を
遂
げ
て
い
っ
た
。
わ
れ
わ
れ
は
、
O
・
ヘ
ッ
チ
ュ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤
、

示
し
て
く
れ
た
統
計
か
ら
、
そ
の
状
態
を
窺
う
こ
と
が
で
き
る
。
第

W
表
が
そ
れ
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
オ
シ
ャ
ツ
管
区
（
○
。
。
o
プ
暮
N
）
一
七

ケ
村
に
お
け
る
、

第紅表　Oschatz管区17ケ村の農三層分解

1788年

Gla　rtner　i　H2’lusler
Hufner

　　　　　　　　1571年

｝1［ufner　IIGpirtner　1’　E｛ausier

19

P
4
7
1
0
6
！
1
2
3
㎜
！
2
2
2
0
1
／
1
4
、
！
2

27

W
1
4
2
5
1
0
2
9
2
2
6
一
1
8
3
　
！
2
1
4
1
5
1
1

／25

24．9

196

4．6．6

【
8
過
9
3
3
4
1
8
4
3
3
2
…
1
3
1
2
7
「
9
9

23．5

8
［
　
1
4
㎜
3
［
｝
｝
8
［
1
2
2

　6

44

12．1

一
2
1
一
～
｝
一
7
2
一
一
1
｝
1
1
2
［

32

P3

Q1

ｺ
1
1
5
！
6
4
2
！
0
3
2
2
6
一
2
！
2
2
3
7
1

Schmannewitz

Klein－Bdhla

Grass－BUhla

Zausswitz

Kleinrifgeln

OPpi七zsh

G6rz三9

！　lerkxv　itz

Reussn

Forberg

Collum

Frau“’a！de

Akoschac　tz

Thalheim

Lonnewitz

Ganzig

Leuben

17

4．7

304

83．2

計

、
％

……｛
囎

合
…

O．　Hatzsch，

et，　103．

Die　XVirtschaftliche　u．　Soziale　Grieclerung　S．　36，

一
六
世
紀
末
か
ら
一
八
世
紀
末
に
い
た
る
ほ
ぼ
二

〇
〇
年
間
の
、
農
民
の
土
地
保
有
状
態
の
推
移

を
明
か
に
し
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
わ

れ
わ
れ
は
こ
の
期
間
に
、
耕
地
を
所
有
す
る

《
麟
巳
零
》
層
が
減
少
し
て
、
菜
園
地
の
み
を

も
っ
か
、
あ
る
い
は
そ
れ
す
ら
も
っ
て
い
な
い

《
〔
｝
餅
呪
仲
一
J
O
縁
》
や
《
訓
鑑
償
。
。
冨
村
》
層
が
著
し
く
増

大
し
て
い
っ
た
こ
と
を
明
瞭
に
す
る
こ
と
が
で

き
る
。
シ
ュ
ト
ル
ッ
は
、
こ
の
よ
う
な
状
態
を

極
め
て
は
っ
き
り
と
、
　
「
農
民
層
内
部
に
お
け

る
一
層
深
化
し
つ
つ
あ
る
分
解
過
程
」
《
毒
虫
掌

8
騨
α
q
①
ω
o
ン
敗
簿
①
β
㊤
O
一
騎
興
①
p
N
δ
円
費
μ
σ
Q
℃
肖
？

N
①
ゆ
ヨ
質
①
善
鍮
σ
α
醇
切
ρ
瓢
曾
路
。
。
O
げ
9
津
》
と

規
定
し
、
領
主
経
営
の
「
プ
ロ
シ
ャ
型
」
資
本

主
義
化
に
対
立
す
る
、
叩
頭
層
の
「
ア
メ
リ
カ

型
」
進
化
の
途
が
、
一
定
度
存
在
し
た
こ
と
を

　
　
　
　
　
④

指
摘
し
て
い
る
。
し
か
し
こ
の
分
解
も
、
前
表
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だ
け
か
ら
は
断
書
で
き
な
い
が
、
ど
う
竜
上
隠
…
農
協
へ
の
土
地
集
駿

　
　
　
　
　
　
　
　
、
、
、
、
、
　
　
　
　
　
　
　
⑦

を
あ
ま
り
伴
わ
な
い
下
方
的
分
解
の
性
格
が
強
い
。

　
だ
が
、
こ
う
し
た
農
民
層
の
分
解
は
、
特
権
都
市
的
流
通
機
構
に

対
立
す
る
、
農
民
的
小
商
晶
生
産
一
流
通
の
一
定
度
の
成
立
の
結
果

で
あ
る
以
上
、
当
然
あ
る
程
度
の
農
村
工
業
の
膚
立
．
ブ
ル
ジ
ョ
ア

化
な
随
伴
せ
ず
に
は
お
か
な
か
っ
た
。
い
ま
翌
翌
と
し
て
い
る
綿
織

物
工
業
に
即
し
て
い
え
ば
、
例
え
ば
そ
の
過
程
は
、
フ
ォ
ー
ク
ト
ラ

ソ
ト
郡
の
「
羅
合
織
布
工
」
数
が
、
一
七
八
六
・
八
八
年
に
約
四
五

〇
〇
人
で
あ
っ
た
の
が
、
一
八
〇
五
年
に
は
一
八
○
○
○
人
に
増
大

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

し
て
い
る
こ
と
に
反
映
し
て
い
る
。

　
そ
れ
で
は
、
農
村
綿
織
物
業
の
独
占
規
制
に
対
す
る
自
立
度
は
、

ど
れ
ほ
ど
の
も
の
で
あ
．
つ
た
ろ
う
か
。
そ
れ
を
幾
分
か
で
も
測
定
し

う
る
も
の
と
し
て
、
お
そ
ら
く
こ
う
し
た
農
村
締
織
物
生
産
u
流
通

の
頂
点
に
立
ち
、
そ
の
’
結
節
点
に
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
サ
ラ
サ
捺

染
哨
畠
ハ
が
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
　
ド
レ
ス
デ
ン
市
（
O
旨
怨
窪
）
近

郊
ク
ラ
イ
シ
ャ
ウ
村
（
寄
。
属
多
二
）
に
一
七
八
七
年
に
設
立
さ
れ
た

モ
ス
ペ
ッ
ク
（
切
茎
葉
岩
・
洛
。
。
ご
所
有
の
比
重
＝
で
あ
り
、
　
一
八

○
○
年
当
時
五
〇
人
の
労
働
者
を
雇
傭
し
、
一
八
○
二
年
捺
染
台

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

一．

ｵ
台
を
所
有
す
る
ま
で
に
発
展
を
み
て
い
る
。
そ
の
結
果
こ
れ

は
㌔
ピ
ル
ナ
市
へ
℃
富
高
勲
）
の
騰
人
マ
ウ
キ
ッ
シ
ュ
（
α
肖
巨
獣
騨
轟
O
O
倖
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
　
へ
　
　
　
も

慧
。
σ
諸
零
鉱
ω
畠
）
所
有
の
特
権
的
捺
染
マ
ニ
ュ
の
独
占
特
権
を
侵
害

し
、
　
”
て
、
れ
と
熾
烈
よ
な
闘
争
を
演
脅
し
て
お
り
、
　
フ
ォ
ル
ベ
ル
ガ
…
も
、

彼
の
著
作
の
「
都
市
と
農
村
の
対
立
」
の
項
に
お
い
て
、
こ
の
興
味

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

あ
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
と
く
に
取
あ
げ
て
い
る
。
と
こ
ろ
で
、
特
権
的

商
人
マ
ゥ
キ
ッ
シ
ュ
は
、
当
然
そ
の
特
権
の
侵
害
を
選
帝
侯
に
訴
え

る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
彼
が
一
七
九
二
年
に
提
臨
し
た
訴
状
に
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
　
　
　
も
　
　
　
も

こ
の
問
題
の
農
村
捺
染
マ
ニ
ュ
が
、
糧
当
に
強
力
な
も
の
で
あ
っ
た

こ
と
が
生
女
し
く
語
ら
れ
て
お
り
、
次
に
煩
を
厭
わ
ず
そ
れ
を
三
揃

し
て
み
よ
う
。

　
：
：
：
何
故
孟
な
ら
ば
、
　
モ
ス
ベ
　
ッ
ク
の
仕
事
場
喝
9
び
嵩
£
β
o
　
は
、
　
あ
る
村
に

　
あ
っ
て
、
私
や
他
の
者
の
様
に
間
接
税
を
負
担
す
る
都
宙
に
は
存
在
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゐ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヤ
　
　
　
へ
　
　
　
も
　
　
　
も

　
い
な
い
が
た
め
に
、
従
っ
て
モ
ス
ペ
ッ
ク
は
、
彼
の
染
色
業
に
必
要
な
染

　
　
ヤ
　
　
　
　
ヤ
　
　
リ
　
　
　
　
う
　
　
リ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
エ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
マ
　
　
ヘ
　
　
マ
　
　
ゐ
　
　
も
　
　
ヤ
　
　
リ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
　
　
も
　
　
ぬ
　
　
へ
　
　
あ

　
料
、
木
材
、
そ
の
他
必
要
と
さ
れ
る
総
て
の
も
の
に
対
し
て
、
闘
接
税
及

　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
も
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
も
　
　
へ
　
　
も
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
び
そ
の
他
の
貫
租
な
し
に
入
手
出
来
る
が
た
め
に
、
従
っ
て
ま
た
、
生
計

　
に
必
要
な
総
て
の
も
の
を
、
　
農
村
に
お
い
て
よ
り
安
く
入
手
出
来
、
　
そ

　
　
ゐ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
リ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
も
　
　
へ
　
　
リ
　
　
ヘ
　
　
マ
　
　
ヤ
　
　
リ
　
　
リ
　
　
リ
　
　
リ
　
　
リ
　
　
う
　
　
　
　
つ
　
　
リ
　
　
マ
　
　
ヤ
　
　
リ
　
　
ゐ
　
　
サ

　
れ
故
に
都
市
に
お
け
る
よ
り
も
よ
り
少
な
い
賃
金
で
、
捺
染
業
に
…
腿
わ
た

　
　
つ
　
　
　
も
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
つ
　
　
　
ゆ
　
　
　
で
　
　
　
ゆ
　
　
　
り
　
　
　
を
　
　
　
も
　
　
　
ら
　
　
　
ヤ
　
　
　
ゐ
　
　
　
ゐ
　
　
　
へ

　
労
働
者
を
働
か
す
こ
と
が
腐
来
る
が
た
め
に
、
次
の
家
領
は
極
め
て
容

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ
　
　
　
ゐ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ
　
　
　
　
　
　
　
つ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

　
易
に
ご
理
解
戴
け
る
で
し
ょ
う
。
即
ち
、
そ
ス
ペ
ッ
ク
は
、
彼
の
製
品

　
　
　
　
　
　
へ
　
　
　
も
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ
　
　
　
し
　
　
　
へ
　
　
　
し
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ
　
　
　
も
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ
　
　
　
う
　
　
　
へ
　
　
　
も
　
　
　
へ

　
甥
ρ
び
二
〇
翼
簿
を
都
辮
に
あ
る
仕
事
楊
よ
り
も
一
層
廉
価
に
販
売
で
き
、
ま
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た
讐
え
そ
の
製
晶
の
品
質
や
美
し
さ
が
、
さ
し
た
る
こ
と
は
な
く
て
も
、

　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
ち
　
　
ヤ
　
　
　
　
　
あ
　
　
ゐ
　
　
ゑ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
も
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

な
お
少
く
と
も
そ
の
値
段
の
安
さ
が
、
そ
の
方
に
あ
ま
り
通
じ
て
い
な
い

ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

一
群
の
商
人
を
惹
き
つ
け
る
と
い
う
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
こ
れ
に
つ
い
て

は
既
に
総
べ
て
の
領
引
墨
の
仕
事
場
と
、
特
に
ケ
ム
ニ
ッ
ツ
欝
か
ら
ド
レ

ソ
ス
デ
ン
市
町
き
て
、
ド
レ
ス
デ
ン
市
の
歳
市
に
関
係
し
て
い
る
綿
織
物

商
人
6
0
洋
。
苧
鵠
師
営
色
貧
達
が
、
　
公
然
た
る
訴
を
な
し
、
　
し
ば
し
ば
次

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ
　
　
　
ぬ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ
　
　
　
ゐ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
や

の
如
く
述
べ
て
お
り
ま
す
。
即
ち
、
彼
等
は
も
は
や
ド
レ
ス
デ
ン
市
の
歳

へ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
も
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
ぬ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
ゐ
　
　
ヘ
　
　
へ

市
を
訪
れ
る
つ
も
り
さ
え
失
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
と
。
・
：
…
（
傍
点
は
大

島
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
エ
　
　
も

　
こ
こ
に
は
、
モ
ス
ペ
ッ
ク
の
マ
ニ
ュ
が
、
聞
接
税
負
撞
の
免
除
か

ら
く
る
原
料
費
や
労
賃
の
安
さ
と
い
う
立
地
条
件
に
恵
ま
れ
て
、
大

規
模
な
生
産
を
行
い
、
多
く
の
商
人
を
同
村
に
誘
致
し
、
一
時
的
に

ド
レ
ス
デ
ン
市
の
歳
市
と
、
そ
れ
を
結
ぶ
特
権
市
場
圏
を
も
…
撹
乱
・

動
揺
さ
せ
て
い
た
こ
と
が
明
瞭
に
示
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
絶
対

王
制
は
一
八
〇
三
年
に
こ
れ
に
対
し
て
一
〇
〇
〇
8
巨
罫
の
損
害
賠

償
と
間
接
税
負
担
を
命
ず
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
圧
殺
に
加
担
し
た

の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
で
も
、
最
後
に
潰
え
重
っ
た
と
は
い
え
、
こ
の

　
　
　
も
　
　
も
　
　
コ

よ
う
な
マ
ニ
ュ
に
示
さ
れ
る
農
村
綿
織
物
工
業
の
自
立
・
ブ
ル
ジ
ョ

ア
的
な
発
展
は
、
疑
い
も
な
く
特
権
的
問
屋
制
企
業
と
そ
の
独
占
組

合
の
「
危
機
〕
を
、
一
定
の
範
闘
に
お
い
て
内
か
ら
深
化
さ
せ
る
も

の
で
あ
っ
た
。

　
三
　
外
的
二
尊
　
つ
ぎ
に
外
懐
要
因
、
一
八
世
紀
九
〇
年
代
に
始
ま

る
、
遅
れ
た
ザ
ク
セ
ン
綿
織
物
工
業
に
対
す
る
イ
ギ
リ
ス
産
業
浸
入
即

の
壊
滅
的
な
影
響
に
つ
い
て
説
明
し
よ
う
。
こ
の
現
象
を
惹
起
さ
せ

た
物
質
的
な
主
体
は
、
い
う
ま
で
も
な
く
極
め
て
大
量
で
、
廉
価
な
イ

ギ
リ
ス
綿
製
品
の
流
入
で
あ
る
。
イ
ギ
リ
ス
綿
製
晶
の
流
入
そ
の
も

の
は
、
す
で
に
一
八
世
紀
の
七
〇
年
代
か
ら
始
ま
っ
て
い
た
が
、
そ

れ
は
こ
の
段
階
で
は
い
ま
だ
ザ
ク
セ
ン
綿
織
物
工
業
へ
の
脅
威
と
は

な
ら
ず
、
か
え
っ
て
品
種
や
技
術
の
改
良
と
い
っ
た
良
好
な
鮒
激
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

与
え
る
に
と
ど
ま
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
こ
の
イ
ギ
リ
ス
綿
製
品
と

の
競
争
は
、
九
〇
年
代
に
入
っ
て
、
と
く
に
そ
の
後
半
に
お
い
て
著

し
く
強
ま
る
。
イ
ギ
リ
ス
を
視
察
し
て
帰
国
し
た
ザ
ク
セ
ン
の
特
権

的
間
騰
鰯
一
三
業
主
バ
ウ
ム
ゲ
ル
テ
ル
（
じ
づ
窪
ヨ
σ
q
似
二
巴
）
が
、
　
一
七
・
九

一
年
に
ラ
イ
プ
チ
ヒ
定
期
市
の
管
理
委
員
会
に
対
し
て
行
っ
た
報
告

に
は
、
す
で
に
そ
の
脅
威
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
の
べ
ら
れ
て
い
た
。

　
　
総
じ
て
、
近
年
英
国
に
お
い
て
は
、
機
械
制
紡
績
業
に
お
け
る
講
じ
ら
れ

　
　
な
い
ほ
ど
の
進
歩
が
起
っ
て
お
り
、
な
お
ま
た
こ
の
紡
績
業
を
二
倍
に
も

　
　
安
あ
が
り
に
さ
せ
る
た
め
に
、
彼
の
地
の
窟
裕
な
工
場
経
山
前
に
よ
っ
て
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ドイツ産業革．命の一一一．鋸薗（大島）

　
設
立
さ
れ
つ
つ
あ
る
湿
声
の
施
設
は
、
ま
も
な
く
英
國
の
マ
ニ
ュ
フ
ァ
ク

　
チ
ュ
ア
が
、
そ
の
紡
糸
の
量
と
質
及
び
値
段
の
安
さ
の
点
で
、
局
じ
作
用

　
を
行
う
機
械
的
補
助
手
段
を
欠
如
し
て
い
る
他
の
へ
、
ニ
ュ
フ
ァ
ク
チ
ュ
ァ

　
を
、
い
た
く
衰
退
せ
し
め
る
で
あ
ろ
う
こ
と
を
充
分
な
理
由
に
よ
っ
て
警

　
戒
さ
せ
る
価
値
を
持
つ
ほ
ど
大
規
摸
で
あ
り
、
か
つ
そ
の
様
な
性
格
を
所

　
有
し
て
い
る
。
今
や
既
に
ス
イ
ス
の
モ
ス
リ
ン
．
マ
ニ
ュ
フ
ァ
ク
チ
ュ
ア

　
は
、
英
国
の
犀
倒
的
な
競
争
を
感
じ
始
め
て
お
り
、
ま
も
な
く
、
そ
れ
は

　
こ
の
競
争
に
耐
え
得
な
く
な
る
で
あ
ろ
う
。
同
じ
運
命
は
、
フ
ォ
…
ク
ト

　
ラ
ン
ト
郡
の
モ
ス
リ
ン
・
マ
ニ
島
フ
ァ
ク
チ
ュ
ア
に
も
、
若
し
英
編
と
同

　
様
の
紡
績
機
を
獲
得
す
る
の
に
成
功
し
な
け
れ
ば
、
か
な
ら
ず
待
ち
う
け

　
　
　
　
＠

　
て
い
る
、

　
こ
こ
に
予
言
的
に
の
べ
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
、
そ
の
三
九
〇
年
代

の
後
単
に
な
っ
て
、
事
実
と
な
っ
た
。
一
七
九
六
年
の
ラ
イ
プ
チ
ヒ

定
期
轟
巾
報
蕉
筒
誌
①
。
D
も
。
げ
①
ユ
。
げ
げ
は
、
　
イ
ギ
リ
ス
鮪
脚
一
二
…
の
澹
々
た
る

流
入
に
対
し
て
、
そ
の
驚
愕
の
有
様
を
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

　
あ
ら
ゆ
る
種
類
の
英
田
製
良
質
モ
ス
リ
ン
及
び
、
英
国
製
綿
製
品
一
般
の

　
う
ち
か
ら
、
今
圓
は
驚
く
べ
き
量
が
定
期
市
に
も
た
ら
さ
れ
た
。
主
に
マ

　
　
ソ
チ
ニ
ス
タ
ー
の
商
人
ハ
ン
フ
リ
ー
（
凄
β
ヨ
℃
穿
①
蜜
）
が
、
そ
の
た
め
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

　
驚
く
べ
き
大
き
な
倉
庫
を
こ
こ
に
持
っ
て
お
り
、
安
価
に
販
売
し
た
。

　
引
用
文
に
み
ら
れ
る
よ
う
な
イ
ギ
リ
ス
商
人
は
、
　
一
七
九
二
年
に

は
三
〇
人
で
あ
っ
た
が
、
一
八
○
○
年
に
は
七
〇
人
、
一
八
○
八
年

目
は
八
六
人
と
増
大
し
、
彼
等
は
通
常
一
年
期
限
の
無
用
販
売
や
投

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

売
等
に
よ
っ
て
、
綿
製
品
を
大
蚤
に
売
捌
い
て
い
る
。
事
実
、
当
時

の
ラ
イ
プ
チ
ヒ
定
期
市
を
基
軸
と
す
る
中
部
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
遠
隔
地

通
商
網
は
、
伝
統
的
に
「
宿
守
貿
易
し
を
建
前
と
し
て
い
た
か
ら
、

イ
ギ
リ
ス
三
三
は
自
由
貿
易
港
ハ
ン
ブ
ル
ク
を
経
由
し
て
、
A
・
ケ

ー
ニ
ヒ
の
表
現
を
借
れ
ば
、
　
「
雪
崩
の
如
く
に
」
　
㌶
窯
ぎ
①
質
㌶
怠
σ
q

ザ
ク
セ
ン
に
流
入
し
た
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
傾
向
は
、
一
八
0
0
年

三
月
プ
ロ
イ
セ
ン
政
府
が
自
国
の
三
業
保
護
の
た
め
に
、
領
内
フ
ラ

ン
ク
フ
ル
ト
・
ア
ム
・
オ
！
デ
ル
市
（
鳴
回
ρ
巳
鼠
β
急
餌
ヨ
○
岱
。
咳
）
の
定

期
帯
で
、
イ
ギ
リ
ス
製
晶
の
取
引
を
禁
じ
た
こ
と
、
ま
た
今
ム
っ
は
、

一
八
〇
二
年
二
月
の
リ
ュ
ネ
ヴ
ィ
ル
の
和
約
に
よ
っ
て
、
ナ
ポ
レ
オ

ン
ボ
ラ
イ
ソ
地
方
に
進
駐
し
、
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
・
ア
ム
い
マ
イ
ソ

市
（
閃
轟
巳
焦
蛙
詳
9
臣
竃
a
鐸
）
の
定
期
市
に
圧
力
を
加
え
た
こ
と
に

よ
り
一
醐
憎
強
ま
っ
た
。
グ
ラ
フ
の
A
線
曜
は
、
当
時
の
イ
ギ
リ
ス
綿
…
製

品
の
輸
入
量
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
上
記
の
事
実
を
聞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

違
な
く
物
語
っ
て
い
る
。

　
そ
の
上
、
輸
入
さ
れ
た
綿
製
品
（
H
綿
布
）
の
価
格
は
、
著
し
く
低

廉
で
あ
っ
た
。
　
一
七
九
八
年
の
ミ
カ
ェ
ル
祭
の
定
…
期
市
で
は
、
イ
ギ
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リ
ス
綿
布
の
方
が
ザ
ク
セ
ン
の
も
の
よ
り
も
一
八
一
二
五
％
安
く
、

ま
た
一
七
九
九
年
に
は
、
そ
の
差
は
さ
ら
に
四
〇
；
六
〇
％
に
ま
で

開
い
て
い
た
と
い
わ
れ
る
。
　
一
九
世
詑
に
入
っ
て
か
ら
も
、
”
て
の
状

態
は
変
ら
な
い
。
一
八
〇
一
一
年
の
定
期
市
報
告
は
、
次
の
よ
う
に
そ

れ
を
供
述
し
て
い
る
Q

プ
ラ
ウ
エ
ン
甫
の
問
屋
制
企
業
主
は
、
こ
の
定
期
市
に
お
い
て
、
ス
コ
ッ

ト
ラ
ン
ド
産
中
質
モ
ス
ジ
ン
が
一
〇
1
一
五
％
、
同
良
質
乃
至
中
上
質
の

も
の
が
二
五
－
三
〇
％
、
こ
の
地
の
も
の
は
り
も
安
く
買
え
る
こ
と
を
ま

　
　
　
　
　
⑩

ざ
ま
ざ
と
知
っ
た
。

　
安
価
で
大
恥
な
こ
う
し
た
イ
ギ
リ
ス
綿
布
の
流
入
は
、
必
然
的
に

ザ
ク
セ
ン
綿
織
物
工
業
の
内
外
の
市
場
を
著
し
く
混
乱
さ
せ
、
ま
た

狭
隙
に
さ
せ
た
。
例
え
ば
、
フ
ォ
…
ク
ト
ラ
ン
ト
郡
の
綿
布
（
モ
ス
リ

ン
）
生
産
量
は
、
前
掲
グ
ラ
フ
の
β
線
が
示
し
て
い
る
よ
う
に
、
一
七

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

九
八
年
頃
か
ら
急
転
直
下
減
少
を
始
め
て
い
る
。
生
産
量
と
輸
入
量

の
重
量
単
位
が
異
っ
て
い
る
た
め
、
グ
ラ
フ
は
完
全
で
は
な
い
が
、
そ

れ
で
も
両
者
の
大
雑
抱
な
逆
比
例
的
た
絹
関
関
係
だ
け
は
は
っ
き
夢

と
理
解
で
き
よ
う
。
事
実
、
当
時
多
数
の
経
営
に
お
い
て
、
賃
金
の

引
下
げ
や
織
布
工
の
失
職
等
が
、
　
一
般
的
で
あ
っ
た
ば
か
り
で
な
く
、

一
八
〇
四
年
に
は
大
特
権
的
問
魔
制
企
柴
パ
ゥ
ム
ゲ
ル
テ
ル
の
経
営

や
、
先
に
触
れ
た
特
権
約
火
商
会
ハ
ゥ
ス
ナ
ー
合
資
商
会
が
、
破
産

　
　
　
　
　
　
　
⑭

し
没
落
し
て
い
っ
た
。
バ
イ
ソ
は
、
こ
う
し
て
イ
ギ
リ
ス
産
業
革
命

の
影
響
を
蒙
っ
て
、
ザ
ク
セ
ン
の
前
黒
場
制
綿
織
物
工
業
が
、
次
女

と
生
産
構
造
の
破
綻
を
露
直
し
て
い
っ
た
こ
の
時
代
を
特
徴
づ
け
て
、
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そ
砂
、
疾
風
怒
濤
時
代
」
　
《
ω
二
心
5
と
巳
け
舜
降
σ
q
雲
譲
｛
o
畠
①
》
と
表

現
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
イ
ギ
リ
ス
綿
布
（
濫
7
5
成
品
）
が
及
ぼ
し
た
一
般
的
な

「
危
機
」
の
外
に
、
わ
れ
わ
れ
は
イ
ギ
リ
ス
綿
糸
（
1
1
半
製
品
）
が
、

ザ
ク
セ
ン
綿
織
物
工
業
に
対
し
て
与
え
た
同
様
で
は
あ
る
が
、
や
や

趣
を
異
に
し
た
作
用
に
健
闘
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
産
業
革
命
の

結
果
、
機
械
製
綿
糸
が
イ
ギ
リ
ス
に
お
い
て
大
量
に
青
玉
可
能
と
な
、

つ
た
の
は
、
一
八
八
○
年
以
後
で
あ
っ
た
。
そ
の
生
産
力
的
基
礎
の

高
度
化
は
、
た
ち
ま
ち
一
〇
〇
番
手
以
上
の
酒
手
綿
糸
の
価
格
を
、
ザ

ク
セ
ン
の
も
の
に
較
べ
て
、
ポ
ン
ド
あ
た
り
二
一
三
菊
魚
。
財
ω
什
び
巴
①
H

↑
甥
窪
ダ
）
も
引
下
げ
る
こ
と
に
な
り
、
一
八
世
紀
末
に
は
多
量
の
高

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

番
手
綿
糸
が
、
ザ
ク
セ
ン
に
流
入
す
る
結
果
を
生
ん
だ
。
例
え
ば
そ

れ
は
、
一
七
九
二
年
五
〇
三
八
勺
歪
二
言
（
も
h
二
・
）
、
一
八
九
四
年
四
万

八
四
〇
〇
℃
壁
．
、
一
七
九
七
年
一
二
万
二
二
九
六
℃
猛
二
七
九
八
年

一
八
万
四
八
四
四
勺
猛
．
と
急
増
し
て
い
る
。
そ
の
量
は
、
一
七
九
四

年
の
・
盆
フ
ォ
ー
ク
ト
ラ
ソ
ト
郡
の
モ
ス
リ
ン
轟
轟
座
胤
皿
二
二
万
四
四
五

八
Q
Q
暮
。
劇
中
、
三
筋
六
五
〇
〇
〇
Q
葺
。
犀
の
生
産
、
す
な
わ
ち
四
分

の
一
強
を
ま
か
な
う
量
に
達
し
て
お
り
、
年
間
流
出
貨
幣
価
値
一
九

万
三
〇
〇
〇
．
コ
ニ
ぴ
に
及
ん
だ
と
い
わ
れ
て
い
る
。
従
っ
て
こ
れ
は
、

い
ま
や
問
屋
制
企
業
の
支
配
下
に
あ
っ
て
、
生
藍
手
段
と
し
て
「
紡

車
」
　
ω
祉
§
養
創
　
し
か
竜
っ
て
い
な
い
「
紡
糸
工
」
を
、
低
番
手

綿
糸
を
生
産
す
る
も
の
を
除
い
て
、
基
本
的
に
一
掃
す
る
作
用
を
も

っ
て
い
た
。
こ
の
点
に
お
い
て
、
綿
糸
は
綿
布
と
ほ
ぼ
同
様
の
二
幅

を
し
た
と
い
え
る
。
し
か
し
、
安
価
な
イ
ギ
リ
ス
綿
糸
の
大
量
流
入

と
い
う
現
象
は
、
逆
に
ザ
ク
セ
ン
に
お
け
る
特
権
的
問
屋
制
企
業
が
、

原
料
面
で
は
イ
ギ
リ
ス
機
械
制
紡
績
業
に
大
き
く
従
属
し
つ
つ
も
、

こ
の
綿
糸
を
採
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
自
己
の
存
立
を
維
持
し
て

い
る
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
イ
ギ
リ
ス
綿
糸
は
、
ザ

ク
セ
ン
に
お
け
る
織
布
工
の
低
賃
金
（
備
界
的
に
有
名
！
）
と
い
う
条

件
の
も
と
で
、
部
分
的
に
当
地
の
聞
騰
制
企
業
の
存
立
維
持
と
い
う

作
摺
も
及
ぼ
し
た
の
で
あ
る
。
従
っ
て
そ
れ
故
に
こ
そ
、
一
八
〇
六

年
「
大
陸
深
度
」
の
確
立
と
と
も
に
、
イ
ギ
リ
ス
綿
糸
の
輪
入
が
杜

絶
し
た
時
、
ザ
ク
セ
ン
の
前
工
場
制
綿
織
物
企
業
は
、
自
か
ら
紡
績

機
械
を
据
え
つ
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
必
然
性
が
あ
っ
た
。
こ
う
し

て
、
ザ
ク
セ
ン
に
お
け
る
特
権
的
問
屋
制
企
業
は
、
組
織
的
に
紡
績

機
械
の
導
入
を
行
っ
て
、
ド
イ
ツ
産
業
革
命
を
告
知
す
る
の
で
あ
る
。

い
ま
、
こ
れ
を
し
て
そ
う
せ
し
め
た
基
本
的
な
臨
海
と
し
て
、
園
内

に
お
け
る
自
生
的
な
産
業
資
・
本
形
成
の
圧
力
と
と
も
に
、
ど
う
し
て
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、
も
イ
ギ
リ
ス
資
・
本
主
義
そ
の
も
の
の
圧
力
を
．
考
え
な
・
い
わ
け
に
は
巨
．

か
蚤
い
．
こ
れ
は
、
ド
イ
ツ
の
よ
う
な
後
進
資
本
主
義
国
に
お
い
て

は
、
イ
ギ
リ
ス
に
お
い
て
そ
の
自
生
的
産
業
資
本
形
成
の
圧
力
が
、

そ
．
の
問
屋
制
企
業
の
産
業
資
本
へ
の
転
化
に
対
し
て
も
っ
た
と
同
様

の
力
を
発
揮
し
た
。
だ
か
ら
そ
れ
は
、
ド
イ
ツ
に
と
っ
て
た
ん
な
る

外
か
ら
技
術
を
導
入
す
る
外
的
な
条
件
が
存
在
し
て
い
た
と
い
う
以

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
も
　
　
コ
　
　
ち
　
　

も
　
　

も
　
　
し
　
　

ヤ
　
　
も
　
　
　
　
　
　
も
　
　
も
　
　

も
　
　
も
　
　

ヤ
　
　
も
　
　

し

上
の
意
味
が
あ
っ
た
。
獲
得
さ
れ
う
る
も
の
は
、
獲
得
し
な
け
れ
ば

ね
　
　
　
も
　
　
　
ヤ
　
　
　
も
　
　
　
で
　
　
　
ヤ
　
　
　
　
　
　
も
　
　
　
ち
　
　
　
も
　
　
　
も
　
　
　
も
　
　
　
も
　
　
　
も
　
　
　
ぬ

な
ら
な
い
時
に
、
初
．
め
て
獲
得
さ
れ
る
。
従
っ
て
、
筆
者
は
こ
れ
を

っ
純
粋
な
外
因
」
と
区
別
し
て
、
　
「
内
閃
に
転
化
し
た
外
因
」
と
し

て
、
ド
イ
ツ
に
お
け
る
荊
工
場
制
企
業
の
工
場
制
移
行
を
強
制
す
る

も
の
と
し
て
重
視
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

①
Ω
‘
局
し
．
寓
霊
戸
一
刷
窪
Q
ヨ
質
巳
○
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ω
冨
嶺
貯
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冨
。
一
・

　
o
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冠
O
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σ
q
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μ
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信
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〉
償
典
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6
㎝
圃
）
”
Q
Q
凸
猶
の
④
戯
．
こ
こ
で
リ
ュ
ト
ゲ
は
、
「
：
：
：
中
翻
ド
イ
ツ
に
お
け
る

　
グ
ル
ン
ト
ヘ
ル
シ
ャ
フ
ト
は
、
大
規
模
に
グ
ー
ツ
ヴ
ィ
ル
ト
シ
ャ
フ
ト
と

　
結
合
し
て
い
た
。
」
と
の
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い
る
Q
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ψ
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N
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σ
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目
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ρ
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F
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鼠
富
ω
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プ
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冨
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貧
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σ
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募
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0
0
ソ
Q
り
・
ω
①
簿
δ
ω
・

⑥
℃
・
も
Q
窪
同
F
O
や
。
搾
・
”
ψ
卜
。
Φ
w
鍵
簿
⑦
9
シ
ュ
ト
ル
ッ
は
、
一
七
九

　
〇
年
ザ
ク
セ
ン
に
お
い
て
、
フ
ラ
ン
ス
革
命
の
余
波
を
受
け
て
起
っ
た
大

　
農
竺
揆
の
経
済
薗
原
因
を
、
こ
の
頷
童
厨
と
農
民
層
の
ブ
ル
シ
．
ワ
的

　
進
化
の
対
立
に
求
め
て
い
る
。
と
く
に
、
こ
の
一
揆
の
発
生
地
ど
な
っ
た

　
ロ
マ
ッ
チ
ュ
（
一
C
O
⇒
ρ
門
P
9
紳
N
o
α
O
ゴ
）
地
区
に
お
い
て
、
　
「
比
較
的
富
裕
な
大

　
農
」
の
比
率
が
高
か
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
し
か
し
一
揆
は
敗
化
し
、

　
社
会
的
関
係
に
あ
4
・
い
て
は
、
領
主
側
に
有
利
に
帰
結
し
た
。

⑦
松
欄
智
雄
編
蛸
近
代
琶
会
の
形
戒
繍
一
五
八
頁
。
松
田
教
授
は
、
「
東

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
カ

　
ド
イ
ツ
に
お
け
る
農
民
屑
分
解
の
特
殊
性
」
と
し
て
、
そ
れ
を
「
農
驚
贋

　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
た

　
の
下
方
酌
分
解
」
と
規
定
し
て
い
る
。

⑨
切
。
旦
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帥
け
．
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メ
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①
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3
α
8
一
Q
。
・
甘
ξ
ザ
煽
瓢
山
⑦
吋
寓
仁
添
島
考
恥
ぎ
同
①
昌
鎌
α
幽
閑
。
鵠
怠
峯
Φ
〒

　
け
巴
。
。
℃
o
護
⑦
（
回
O
Q
④
O
Q
V

⑫
8
陣
身
ω
曾
。
。
．
　

⑪
8
三
・
o
Q
・
日
ρ
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ドイツ塵業輩命の一一一一側衡（大島）

Leipzig定期市で販売⑯⑮⑭
されたイギ1］ス綿製品
：11i：（Ctn。）　　　　　薮壌露切

。
ご
ノ
。
マ
。
【
睦
’
η
郎
把
鵠
O
o
叶
お
画
．

猟
野
回
ぎ
σ
q
¶
o
勺
．
2
け
■
7
も
り
u
り
凸
b
。
？
ω
ω
辱

ぴ
三
■
讐
Q
D
の
．
b
⊃
刈
…
Q
◎
．
A
線
の
基
礎
に
な
っ
た
統
計
は
左
の
通
り
。

数　量代年

500以上

345

1183　K

804　cbfs

！971　Ys

445　k；

！378　3・g

1248　／s

1519騒2

3317　K

　　？

3582　ra

3825

3812躰
4128

1798　1．t’lich．

／799　Ost，

　　　　Mich．

1800　Ost．

　　　　“Iich．

1801　Ost．

　　　　）・Iich．

1802　Ost．

　　　　M三ch．

1803　Ost．

　　　　］Iich．

1804　Ost．

　　　　．TtHch．

1805　Ost．

　　　　．；N・；ich．

⑰
諺
飢
‘
。
。
し
9

⑱
O
炉
し
d
魯
ど
○
や
簿
ご
｝
昌
げ
撃
σ
Q
自
費
B
線
の
基
礎
に
な
っ
た
統
計
は

　
左
の
通
り
。

＠＠

YI響
．”
D一一@s’

Vo9七land地域
モスリン生藍量
（Stlicl〈）

数　量

163，575

！77，817

2！5，736

201，442

151，942

125，251

115，940

119，074

106，177

106，158

88，470

年代

1796

1797

1798

1799

1800

1801

1802

1803

1804

1805

1806

　
　
ご
つ
①
ぎ
樋
○
ワ
a
げ
」
Q
り
．
這
㎝
’
　

⑳
皆
峯
”
ω
幽
鄭
。
同
。
。
凸

　
　
　
；
Q
Q
。
一
鱒
吟
　
六
〇
一
一
〇
〇
番
乎
の
も
の
は
、
未
だ
イ
ギ
リ
ス
産

　
の
も
の
が
、
ポ
ン
ド
あ
た
り
　
力
辻
鵠
ぴ
こ
○
触
。
ψ
o
ぴ
費
7
一
…
一
潟
窪
罵
．

　
ニ
ニ
○
○
誘
。
げ
。
昌
ほ
ど
高
か
っ
た
。

⑳
　
凶
瓢
（
r
9
り
●
誌
一
典
δ
ピ

第
三
章

ザ
ク
セ
ン
綿
織
物
工
業
に
お
け
る
産
業

革
命
の
開
始

　
醐
　
産
業
革
命
の
内
容
規
定
　
わ
れ
わ
れ
は
前
章
で
、
　
一
八
世
紀
と

一
九
世
紀
の
交
の
時
期
に
、
ザ
ク
セ
ン
に
お
け
る
前
工
揚
綱
綿
織
物

企
業
が
、
深
刻
な
「
危
機
」
に
陥
っ
て
い
た
こ
と
に
つ
い
て
み
て
き

た
。
従
っ
て
こ
こ
で
や
っ
と
、
こ
の
「
危
機
」
に
対
す
る
対
応
・
克

服
の
手
段
と
し
て
綿
織
物
工
業
へ
の
機
械
の
導
入
襲
産
業
草
命
の
開

始
に
つ
い
て
た
ち
入
る
時
点
に
き
た
の
で
あ
る
。
一
般
に
産
業
革
命

は
、
ど
こ
の
国
に
お
い
て
も
、
基
本
的
に
は
「
第
証
部
門
」
に
含
め

て
考
え
ら
れ
て
い
る
衣
料
生
産
部
門
か
ら
、
と
く
に
ま
た
そ
の
代
表

で
あ
る
綿
織
物
工
業
か
ら
始
ま
る
の
で
あ
る
が
、
こ
こ
ザ
ク
セ
ン
で

も
綿
織
物
工
業
は
、
他
部
門
に
先
駆
け
て
一
八
世
紀
の
末
期
以
来
漸

次
に
始
ま
っ
て
お
り
、
産
業
革
命
の
端
初
の
姿
態
を
明
か
に
で
き
る

対
象
と
な
っ
て
い
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
一
特
定
部
門
に
お
け
る
産
業
革
命
の
複
雑
で
錯
綜
し

た
展
開
過
程
に
た
ち
入
る
た
め
に
は
、
や
は
り
あ
る
程
度
の
分
析
方

向
を
予
め
明
か
に
し
て
お
く
と
と
も
に
、
対
象
を
限
定
し
て
お
く
必

要
が
あ
る
。
ま
ず
産
業
穂
単
命
の
内
容
に
つ
い
て
い
え
ば
、
こ
の
場
合
、
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一
牲
定
部
門
の
労
働
過
程
に
お
い
て
、
そ
の
労
働
手
段
が
道
具
に
か

わ
っ
て
、
「
道
具
機
」
ま
た
は
「
作
業
機
」
、
「
発
動
機
」
、
「
伝
力
機
構
」

の
総
体
か
ら
な
る
自
動
的
機
械
体
系
が
成
立
す
る
こ
と
を
指
し
て
い

①
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
一
＝
一
的
な
道
呉
を
使
用
す
る

る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
労
働
過
程
は
、

部
分
労
働
者
の
主
体
的
な
分
業
編
成
か
ら
、
高
度
の
労
働
生
産
性
を

も
っ
た
巨
大
な
機
械
体
系
に
、
労
働
力
が
従
属
す
る
客
観
的
な
労
働

過
程
へ
と
編
成
替
さ
れ
、
資
本
は
高
い
柑
対
約
剰
余
価
値
生
産
を
実

現
す
房
で
あ
馳
・
こ
れ
は
展
史
範
養
し
て
の
マ
ニ
・
フ
・
ク

チ
ュ
ア
が
工
場
経
営
と
な
り
、
か
く
し
て
産
業
資
本
が
本
格
的
に
確

立
し
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
従
っ
て
、
わ
れ
わ
れ
は
こ
こ
で
、

こ
の
工
場
の
体
駆
を
な
す
機
械
体
系
が
、
ど
の
よ
う
に
し
て
ザ
ク
セ

ン
綿
織
物
工
業
の
中
で
成
立
し
て
い
っ
た
か
を
、
基
本
的
な
分
析
方

、
向
と
し
て
据
え
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

　
と
は
い
え
、
綿
織
物
工
業
の
産
…
菜
革
命
と
い
っ
て
も
、
前
工
場
制

企
業
で
あ
る
綿
織
物
問
屋
制
企
業
が
、
紡
糸
（
一
紡
績
）
、
織
布
、
仕

上
（
髄
漂
泊
・
染
色
）
等
の
各
工
程
を
包
摂
し
て
い
る
以
上
、
そ
れ
は

こ
れ
ら
の
各
工
程
そ
れ
ぞ
れ
の
機
械
化
の
局
葡
を
奮
む
こ
と
に
な
る
。

す
な
わ
ち
、
こ
れ
ら
の
各
工
程
は
社
会
的
分
業
に
よ
っ
て
独
立
し
て

い
る
と
は
い
え
、
　
一
つ
の
全
体
的
過
程
の
諸
段
階
と
し
て
絡
み
あ
っ

て
存
在
し
て
い
る
た
ぬ
に
駈
あ
る
工
程
の
機
械
化
は
必
然
的
に
他
の

工
程
の
機
械
化
を
惹
び
起
さ
ざ
る
を
え
な
い
か
で
あ
る
。
ザ
ク
セ
ン

に
お
け
る
こ
の
産
業
革
命
の
波
及
過
程
は
、
ほ
ぼ
紡
糸
工
程
が
一
九

世
紀
初
頭
に
、
染
色
（
一
捺
染
）
工
程
が
二
〇
年
代
に
、
そ
し
て
織
布

工
程
が
四
〇
年
代
に
始
ま
る
と
い
っ
た
様
稲
を
氷
し
て
い
た
。
そ
れ

故
に
、
わ
れ
わ
れ
は
麗
業
革
命
の
端
初
過
程
を
し
る
た
め
に
、
な
に

よ
り
も
ま
ず
分
析
の
対
象
を
、
最
初
に
始
ま
る
紡
績
工
程
に
む
け
ね

ば
な
ら
な
い
。
従
っ
て
、
他
の
工
程
の
産
業
革
・
命
と
、
そ
れ
ら
を
念

め
た
・
盆
体
の
中
に
お
け
る
紡
績
工
程
機
械
化
の
位
置
づ
け
は
、
別
の

機
会
に
譲
る
こ
と
に
し
た
い
。

　
二
　
紡
績
業
に
お
け
る
機
械
芸
大
工
業
化
の
開
始
　
…
機
械
体
系
の
成
立

に
対
し
て
最
初
の
契
機
と
な
る
竜
の
は
、
道
具
を
補
助
手
段
と
し
て

い
ま
ま
で
主
と
し
て
人
間
の
手
が
行
っ
て
い
た
労
働
を
、
逆
に
人
間

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

の
手
を
補
助
手
段
と
し
て
行
う
「
作
業
機
」
の
出
現
で
あ
る
。
ザ
ク

セ
ン
紡
績
業
に
お
け
る
最
初
の
「
作
業
機
」
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
場
合

と
問
様
、
　
「
ジ
ェ
ニ
ー
紡
績
機
」
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
、
一
七
八
五

年
に
ラ
ソ
ゲ
ソ
ザ
ル
ツ
ァ
市
（
び
窪
α
q
。
髪
a
舞
）
の
塗
屋
制
企
業
主
グ

レ
ー
ザ
ー
兄
弟
（
○
。
葺
・
○
益
m
興
）
、
及
び
ケ
ム
ニ
ツ
市
の
商
人
ブ
ー

ゲ
ソ
ハ
ー
ゲ
ソ
（
¢
護
G
巳
｝
麗
。
こ
に
よ
っ
て
初
め
て
導
入
さ
れ
た
。
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ドイツ藤業革命の一郷面（大島）

第嘔表　ザクセンにおけるJenny紡績機の増頒

　　　　　　　　　　M．＝：Michaelis　　（）、＝＝（）S七ern

瞬・……踊躍震聖前諾捌合計

　
　
2
5

3
9
　
｝

　
　
2
3　　57以上

　　87　十　ec

　　97率α

　107以」日

長213

　253

約450

　903諺λ」二

1503　i）i．　＿｛二

2003以」二

　　　2

　　　4

　　　4

　　　4

　　　4

　　　4

　　60

　　90

約250

　600以上

　　4

16－18

　50以上

　ge十a

　90十a
　100以上

約50

　！60

　200以上

290－300

1500以上

2000以上

3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3

1785

1786

1789

ユ790

1991

1792

！793

179・4

1795

1796

1797

1798

1800

1iNl．

x，　・f．

M．

M．

M．

］f’

x，i．

M．

簸．

iX，1．

M．

o．

M．

Forberger，　Die　A’lanufal〈tur　in　Sachsen，　S．　288．

そ
し
て
そ
の
後
、
こ
れ
は
一
八
世
紀
の
終
末
に
至
る
ま
で
、
第
畷
表

の
ご
と
く
、
主
と
し
て
ケ
ム
ニ
ツ
市
、
ミ
ッ
ト
ヴ
岬
ノ
イ
ダ
市
9
一
躍
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

．
毒
。
建
ρ
）
、
　
と
そ
の
周
辺
に
急
速
に
普
及
し
て
い
っ
た
の
で
あ
っ
た
。

こ
の
一
七
八
五
年
か
ら
一
八
○
○
年
に
い
た
る
時
期
が
、
先
に
の
べ

た
「
危
機
」
が
急
速
に
深
ま
る
時
期
と
一
致
し
て
い
る
こ
と
に
注
脚

す
。
へ
き
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
こ
の
期
間
に
ザ
ク
セ
ン
に
わ
け
ろ
前
工

場
制
企
業
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
廉
価
な
綿
糸
と
競
争
す
る
た
め
に
、
必

死
に
な
っ
て
「
ジ
ェ
ニ
ー
紡
績
機
」
を
導
入
し
設
遣
し
た
わ
け
で
あ

る
。
確
に
こ
の
ジ
ェ
ニ
ー
は
、
こ
れ
ま
で
の
「
紡
車
」
に
較
べ
れ
ば
、

そ
の
生
産
力
を
一
八
倍
に
も
高
め
る
「
道
具
機
」
で
あ
り
、
従
、
っ
て

部
分
的
な
現
象
と
し
て
、
魯
地
に
十
数
台
か
ら
数
十
台
を
集
中
し
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

工
場
経
営
の
設
立
も
み
ら
れ
た
。
し
か
し
こ
の
簡
易
な
作
業
機
は
、

い
ま
だ
物
別
的
に
は
問
屋
制
企
業
下
の
家
内
労
働
の
仕
事
場
に
適
合

す
る
性
格
を
残
し
て
い
た
た
め
、
問
屋
制
企
業
形
態
そ
の
も
の
を
最

終
的
に
揚
棄
す
る
に
至
ら
ず
、
む
し
ろ
そ
の
基
礎
を
強
め
さ
え
し
た
。

マ
ル
ク
ス
は
次
の
よ
う
に
い
っ
て
い
る
。
　
「
単
独
な
作
業
機
が
協
業

ま
た
は
マ
一
；
フ
ァ
ク
チ
ュ
ア
に
代
位
す
る
か
ぎ
り
で
は
、
こ
の
作

業
機
そ
の
も
の
が
再
び
手
工
業
的
経
営
の
基
礎
と
な
り
う
る
。
だ
が

機
械
装
丁
に
も
と
ず
く
手
工
業
の
か
か
る
再
生
産
は
工
場
経
憎
へ
の

過
渡
を
な
す
に
す
ぎ
な
い
の
で
あ
っ
て
、
工
場
経
距
な
る
も
の
は
、

概
し
て
い
え
ば
、
機
械
的
動
カ
ー
蒸
気
ま
た
は
水
一
が
機
械
の

運
転
に
お
い
て
人
間
の
筋
肉
に
と
っ
て
か
わ
る
や
否
や
何
蒔
で
も
現

　
　
　
　
　
　
⑦

わ
れ
る
の
で
あ
る
。
」
と
。
　
ジ
エ
ニ
；
は
ま
さ
に
工
場
経
営
へ
の
過

渡
約
な
段
階
を
な
す
も
の
で
あ
り
、
従
っ
て
引
翔
文
の
後
半
に
み
ら
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れ
る
よ
う
な
本
格
的
な
工
場
経
営
は
、
水
ま
た
は
畜
力
、
後
に
は
蒸

気
機
関
を
「
発
動
機
」
と
し
た
「
作
業
機
」
、
「
ミ
ュ
ー
ル
紡
績
機
」

の
導
入
に
よ
っ
て
は
じ
め
て
可
能
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　
こ
の
生
産
力
を
二
〇
〇
倍
に
も
高
め
た
「
ミ
ュ
ー
ル
紡
績
機
」
を

最
初
に
薬
入
し
た
も
の
は
、
一
七
九
八
年
に
ケ
ム
ニ
ッ
市
近
郊
ヴ
浩

ル
シ
ュ
ニ
ツ
村
（
ノ
く
弩
。
・
o
H
同
三
欝
）
に
、
　
イ
ギ
リ
ス
人
紡
糸
親
方
エ
ヴ

ァ
ン
ス
（
獅
く
。
ま
）
と
、
同
機
械
製
造
工
ワ
ト
ス
ソ
（
づ
引
墨
。
郁
）
の
協

力
を
え
て
、
ザ
ク
セ
ン
に
お
け
る
最
初
の
ミ
ュ
ー
ル
靴
砥
概
工
場
一
一

八
0
0
年
五
台
六
二
〇
錘
i
を
設
立
し
た
商
人
ベ
ル
ソ
ハ
ル
ト
（
瞬
①
鑓
，

げ
霞
α
）
で
あ
っ
た
。
そ
の
際
絶
対
主
義
政
府
は
、
　
こ
の
企
業
に
対
し

て
一
〇
年
間
の
独
占
及
び
間
接
税
免
除
特
権
と
、
前
後
二
圃
董
万

菊
け
三
昌
－
一
八
0
0
年
、
一
八
〇
四
年
各
一
万
五
〇
〇
〇
力
爵
ダ
ー
に
達

す
る
貸
付
金
、
　
及
び
と
く
に
前
記
講
ヴ
｝
，
ソ
ス
に
年
額
五
〇
〇

図
け
三
淋
の
年
金
を
五
年
悶
与
え
た
。
ま
た
一
年
後
の
～
八
0
0
年
に

は
、
「
綿
製
贔
製
造
商
人
」
ヴ
ェ
ー
ラ
ー
（
芝
。
｝
H
ざ
同
）
が
、
イ
ギ
リ

ス
人
機
械
製
造
工
ウ
イ
ッ
ト
フ
ィ
…
ル
ド
（
ノ
7
「
財
一
口
㊦
艶
0
｝
α
）
の
援
助
を

え
て
、
ケ
ム
ニ
ッ
市
に
紡
糸
　
工
…
揚
一
一
八
O
Q
年
六
禽
四
ゴ
ご
一
挙
一
を

設
立
し
た
。
こ
の
場
合
も
政
府
は
、
同
様
の
特
権
と
、
ギ
八
〇
一
年

に
一
万
五
〇
〇
〇
H
窪
田
磐
の
貸
付
金
、
及
び
ウ
イ
ッ
ト
フ
ィ
ー
ル

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

ド
に
年
金
一
〇
σ
σ
玉
津
・
を
支
給
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
例
か

わ
、
わ
れ
わ
れ
は
ザ
ク
セ
ン
に
お
け
る
最
初
の
機
械
制
紡
績
業
の
設

立
が
、
時
期
的
に
い
っ
て
ま
さ
に
か
の
「
危
機
」
の
絶
頂
期
に
お
い

て
な
さ
れ
た
こ
と
に
、
と
く
に
留
意
し
て
お
く
べ
き
で
あ
る
。
ま
た

そ
れ
と
と
も
に
、
機
械
観
紡
績
業
の
設
概
に
際
し
て
、
決
し
て
機
械

そ
の
も
の
が
イ
ギ
リ
ス
か
ら
輸
入
さ
れ
た
の
で
は
な
く
、
そ
の
技
術

乃
至
は
そ
れ
を
体
得
し
た
技
術
者
の
誘
致
が
行
わ
れ
た
に
す
ぎ
な
い

こ
と
、
及
び
絶
対
王
制
は
機
械
麟
大
工
業
の
発
展
に
対
し
て
屯
、

「
初
期
独
占
」
下
に
お
け
る
と
同
様
、
特
権
の
付
与
と
財
政
的
援
助

を
行
っ
て
い
た
こ
と
、
等
は
ザ
ク
セ
ン
綿
織
物
工
業
の
産
業
革
命
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

一
大
特
色
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
う
し
て
、
紡
績
業
に
お

け
る
壷
厘
業
節
酒
命
は
、
瀞
則
出
早
で
の
べ
た
理
－
田
に
よ
っ
て
、
　
一
八
○
’
ハ
i

一
四
年
の
大
陸
封
鎖
期
に
進
捗
し
、
こ
こ
ザ
ク
セ
ン
の
地
に
、
機
械

矧
紡
績
業
は
定
着
し
て
い
っ
た
の
で
あ
っ
た
。

　
三
機
械
制
紡
績
業
の
推
進
主
体
　
そ
れ
で
は
、
こ
の
よ
う
に
ミ
畠
i

ル
を
導
入
し
、
紡
績
業
に
お
け
る
機
械
綱
大
工
業
化
の
推
進
主
体
に

な
っ
た
の
は
、
ど
の
よ
う
な
階
層
で
あ
っ
た
か
。
そ
の
中
核
と
な
っ

た
竜
の
が
、
特
権
的
問
屋
剃
企
業
と
く
に
そ
の
第
一
類
型
で
あ
っ
た

こ
と
は
、
フ
ォ
ル
ベ
ル
ガ
ー
の
作
鵡
斌
に
な
る
一
二
つ
の
訟
似
に
よ
っ
て
、
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ほ
ぼ
間
違
い
な
く
推
定
で
き
る
。
い
ま
そ
の
中
か
ら
、
紡
績
工
場
を

設
立
し
た
前
工
場
制
企
業
の
例
を
抽
出
し
て
表
示
す
れ
ば
、
第
隈
表

の
よ
う
に
な
る
。
．
こ
れ
を
み
る
と
、
こ
れ
ら
の
諸
企
業
が
、
い
ず
れ

も
設
立
以
来
強
く
前
期
的
資
本
の
系
譜
を
引
い
て
い
る
と
思
わ
れ
る
、

第
一
類
型
の
特
権
的
問
歴
青
企
業
で
あ
る
こ
と
が
分
る
。
す
な
わ
ち
、

そ
の
設
立
が
商
人
に
よ
る
か
、
あ
る
い
は
商
人
が
主
導
的
な
地
位
を

占
め
た
も
の
と
し
て
は
、
⑥
⑦
の
場
禽
が
、
ま
た
他
の
特
権
的
問
屋

制
企
業
か
ら
分
岐
し
て
き
た
も
の
と
し
て
は
、
㈲
③
の
場
景
が
あ
っ
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た
．
ま
た
、
工
場
制
移
行
当
時
の
資
本
の
結
合
形
態
に
つ
い
て
み
て

も
、
重
工
業
の
工
場
経
営
の
設
立
の
場
合
に
一
般
的
で
あ
っ
た
株
式

会
社
は
な
く
、
合
資
会
　
祉
（
ω
㈲
の
場
合
）
や
、
　
合
名
A
蔦
社
（
㈹
ω
⑦

⑥
の
場
合
）
と
い
っ
た
前
期
的
な
資
本
結
合
の
形
態
が
残
さ
れ
て
お

り
、
そ
れ
が
一
般
的
で
あ
っ
た
。
し
か
も
合
名
会
社
の
場
合
に
は
、

親
子
、
兇
弟
と
い
っ
た
血
縁
者
に
よ
る
も
の
が
多
い
。
さ
ら
に
注
目

す
べ
き
こ
と
は
、
経
営
主
の
中
に
、
レ
ヴ
ィ
（
ご
Φ
〈
ノ
・
）
や
ゲ
ヅ
セ
ル

（
O
彦
切
。
｝
）
と
い
っ
た
絶
対
主
義
官
僚
の
一
群
が
み
と
め
ら
れ
る
こ
と

で
あ
ろ
う
。
こ
う
し
た
経
鴬
体
の
発
展
傾
向
と
形
態
は
、
こ
こ
で
は

深
く
立
入
る
こ
と
も
な
い
が
、
後
の
ザ
ク
セ
ン
綿
織
物
工
業
の
発
展

の
停
滞
性
を
規
定
す
る
要
因
の
一
つ
が
、
す
で
に
こ
の
時
期
に
胚
肋

し
て
い
る
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。
そ
の
外
、
こ
れ
ら
の
問
屋
制
企

業
が
、
工
場
経
営
に
移
行
し
た
年
代
が
、
ほ
と
ん
ど
一
八
一
〇
一
一

一
年
、
つ
ま
り
大
陸
封
鎖
期
で
あ
っ
た
こ
と
も
分
る
が
、
そ
れ
は
先

に
の
べ
た
こ
と
の
正
し
さ
を
立
証
し
て
い
る
。

　
こ
う
し
た
特
権
的
聞
屋
制
企
業
主
（
一
商
人
・
製
造
業
者
）
　
の
以
外

で
、
…
機
械
制
紡
績
業
を
設
立
し
た
も
の
に
、
　
「
初
期
独
占
」
体
系
を

蓄
積
基
盤
と
し
て
、
綿
製
昂
の
流
通
に
従
事
し
て
い
た
純
粋
の
前
期

的
商
人
の
一
群
が
い
た
と
し
て
も
不
思
議
で
は
な
い
。
例
え
ば
、
先

述
の
ベ
ル
ソ
ハ
ル
ト
は
兄
弟
と
と
も
に
、
マ
ソ
チ
鳳
ス
タ
ー
に
も
紡

績
工
場
を
も
っ
て
い
て
、
イ
ギ
リ
ス
ー
ザ
ク
セ
ソ
閾
で
紡
糸
商
業
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

営
ん
で
い
た
前
期
的
商
人
で
あ
っ
た
。
そ
の
他
こ
う
し
た
純
粋
の

前
期
的
商
人
と
し
て
、
ラ
ソ
ゲ
ソ
ザ
ル
ツ
鯉
，
市
の
商
人
ヴ
ァ
イ
ス

（ぐ

ｭ
。
蕊
）
i
一
八
〇
七
年
設
立
一
、
　
レ
ン
ゲ
フ
ェ
ル
ト
市
（
い
①
謬
α
Q
Φ
暁
賢
島
）

の
モ
ス
リ
ン
商
人
ト
ー
マ
ス
（
↓
ぎ
ヨ
霧
）
t
一
八
〇
四
年
設
立
、
一
八
○

　
　
　
　
　
　
　
⑪

六
年
三
台
、
穴
三
錘
一
、
そ
れ
に
最
近
」
・
ク
チ
ン
ス
キ
ー
が
、
イ
タ

リ
ア
の
歴
史
誌
《
Q
Q
ε
象
O
Q
3
ユ
虫
》
誌
上
で
紹
介
し
て
い
る
、
シ
エ

ー
ン
ベ
ル
ク
士
唄
（
も
D
o
一
μ
α
昌
σ
o
村
α
q
）
　
の
商
人
　
o
O
露
露
①
『
o
一
欝
嵩
梓
Φ
　
　
エ
　
ソ
ゲ

ル
ハ
ル
ト
（
山
嵐
σ
q
①
匪
鍵
黛
）
一
一
八
三
五
年
頃
設
立
1
と
い
っ
た
も
の
が

　
　
　
　
⑫

あ
げ
ら
れ
る
。

　
以
上
の
分
析
か
ら
、
ザ
ク
セ
ン
に
お
け
る
機
械
制
紡
績
業
の
推
進

主
体
に
な
っ
た
も
の
は
、
い
ず
れ
竜
「
初
期
独
占
」
体
系
を
存
立
基
盤

と
し
た
、
特
権
的
問
屋
制
止
業
主
を
中
核
と
し
、
そ
れ
に
純
粋
の
前

期
的
商
人
や
部
分
的
に
絶
対
主
義
嘗
僚
を
も
加
え
た
諸
階
層
で
あ
っ

た
こ
と
が
分
る
。
特
権
的
問
屋
制
企
業
と
工
場
制
企
業
の
連
続
性
〃

こ
れ
は
、
　
ま
さ
に
意
味
深
い
事
実
で
は
な
い
か
。
　
な
ぜ
な
ら
ば
、

こ
の
よ
う
な
…
過
程
は
、
イ
ギ
リ
ス
や
部
分
的
に
フ
ラ
ン
ス
で
も
み
ら

　
　
　
　
し
　
　
も
　
　
カ

れ
た
農
村
マ
ニ
ュ
が
特
権
的
問
屋
綱
企
業
に
対
立
し
、
前
者
が
後
者
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ドイツ産業革命の一側面（大島）

を
市
民
革
命
で
決
定
的
に
動
揺
さ
せ
つ
つ
、
後
に
産
業
革
命
の
主
体

的
推
進
力
と
な
っ
て
い
っ
た
の
と
は
、
ま
る
で
逆
の
乖
力
向
で
あ
っ
た

か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
こ
う
し
た
現
象
は
、
イ
ギ
リ
ス
に
較
べ
て
い

わ
ば
一
段
階
発
展
の
遅
れ
た
ド
イ
ツ
産
業
資
本
が
、
は
や
産
業
革
命

を
経
過
し
つ
つ
世
界
資
本
主
義
の
波
頭
に
立
っ
て
発
展
し
て
い
る
イ

ギ
リ
ス
資
本
主
義
の
影
響
下
に
お
い
て
、
た
ど
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な

か
っ
た
対
応
（
1
1
歪
み
）
の
姿
で
あ
っ
た
。

　
四
　
機
械
制
紡
績
業
の
定
着
　
そ
れ
で
は
つ
づ
い
て
、
大
陸
封
鎖
期

（一

ｪ
〇
七
－
一
四
年
）
と
、
そ
の
後
の
自
由
貿
易
期
二
八
一
五
…
三

四
年
）
に
お
け
る
ザ
ク
セ
ン
…
機
械
制
紡
績
業
の
発
展
の
跡
を
、
　
一
応

数
貴
弟
に
検
討
し
、
そ
の
定
着
の
様
柑
を
確
め
て
お
こ
う
。
第
双
面

は
、
ザ
ク
セ
ン
に
お
け
る
綿
織
物
工
業
の
最
大
の
中
心
地
で
あ
り
、

「
小
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
偏
と
呼
ば
れ
て
い
た
ケ
ム
ニ
ッ
市
及
び
そ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

周
辺
に
関
す
る
統
計
で
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
は
こ
の
表
か
ら
、
ザ
ク
見
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3
2
3
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1
1
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㎜
槻
㎜
興
翫
鰯
㎜
糊
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臨
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ソ
の
機
械
制
紡
績
業
が
、
大
陸
封
鎖
期
に
お

い
て
、
史
家
の
い
う
ご
と
く
「
温
室
的
な
」

成
長
を
遂
げ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
次
の
自

由
貿
易
期
に
お
い
て
ハ
か
な
ら
ず
し
も
順
調

な
発
展
を
示
し
て
い
な
い
状
態
が
分
る
で
あ

ろ
う
。

　
す
な
わ
ち
、
一
八
一
五
年
以
来
多
少
の
波

は
あ
れ
、
企
業
数
、
紡
績
機
数
、
紡
錘
数
、

就
業
者
数
等
い
ず
れ
も
減
少
傾
向
に
あ
り
、

た
だ
生
産
量
だ
け
が
停
滞
的
で
は
あ
る
が
、

多
少
の
増
大
を
示
し
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。

陶
様
の
こ
と
は
、
ま
た
ザ
ク
セ
ン
に
お
け
る
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第X表　Vogtland地域の機械

　　　　翻紡績業の発展

年代｝蝶細酬聡を）
　　　612

　　2．646
　　　’

　　6．764
　　　’

17，630

35，316

51，660

97．006
　　　’

105，033

104．289
　　　’

106．234
　　　’

109．292
　　　’

86．646
　　　’

89，590

79，646

64．000
　　　’

64，779

74，692

77．318
　　　，

74．384
　　　’

73，280

74．4CO
　　　’

53．148
　　　’

－
　
一
9
自
　
r
∂
　
r
D

7
1
3
2
2
2
2
2
1
…
2
0
2
1
1
7
1
6
1
7
1
5
1
4
1
3
1
3
！
3
1
3
1
0
…
1
0

1802－6

1807

ユ808

18e9

1810

181！

1812

1813

1814

1815

1816

1817

1818

1819

1820

1821

1822

1823

1824

1825

1828

1837

Bein，　lndustrie，　Anhang　II．

い
ま
一
つ
の
綿
紡
績
業
の
中
心
地
、
プ
ラ
ウ
エ
ン
市
を
中
心
と
し
た

フ
ォ
ー
ク
ト
ラ
ソ
ト
郡
に
つ
い
て
も
い
い
う
る
。
第
X
表
が
そ
れ
で

あ
る
。

　
そ
れ
で
は
一
体
な
ぜ
、
大
陸
封
鎖
期
に
お
い
て
か
く
も
急
速
に
発

展
し
た
機
械
制
紡
績
業
が
、
そ
の
関
税
同
盟
の
設
立
ま
で
の
闇
、
停

滞
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
う
し
た
原
因
に
は
、
こ
の
間
に
プ
ロ
イ

セ
ン
（
一
八
一
八
年
）
、
バ
イ
エ
ル
ン
（
一
八
二
六
年
）
、
ヴ
ュ
ル
テ
ン

ペ
ル
ク
（
一
八
二
六
年
）
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
（
一
八
一
八
年
）
と
い
っ
た

ド
イ
ツ
の
各
領
邦
の
み
な
ら
ず
、
イ
タ
リ
ア
（
一
八
二
四
年
）
、
　
フ
ラ

ン
ス
（
一
八
二
二
年
）
、
　
ロ
シ
ア
⊃
八
二
〇
年
）
竺
寸
の
ヨ
…
ロ
ッ
バ
鋸
繭

国
が
と
り
始
め
た
保
護
関
税
政
策
の
影
響
も
あ
っ
た
が
、
や
は
り
基

本
的
に
は
大
陸
封
鎖
期
に
さ
ら
に
発
展

を
み
た
イ
ギ
リ
ス
綿
織
物
工
業
の
強
力

　
　
　
　
　
　
　
⑱

な
影
響
が
考
え
ら
れ
る
。
し
か
も
、
ザ

ク
セ
ン
に
対
す
る
後
者
の
影
響
は
、
前

者
の
影
響
に
よ
っ
て
一
層
強
め
ら
れ
る

結
果
と
な
っ
た
。

　
し
か
し
、
　
「
大
陸
制
度
」
が
崩
壊
し

て
後
、
再
び
怒
瀞
の
ご
と
く
流
入
し
始

め
た
イ
ギ
リ
ス
製
品
は
、
ザ
ク
セ
ン
機
械
鋼
紡
績
業
の
全
般
的
な
停

滞
的
発
展
を
勘
定
し
た
と
は
い
え
、
　
一
八
世
紀
末
に
手
紡
糸
業
に
対

し
て
作
用
し
た
よ
う
な
完
全
圧
殺
と
い
っ
た
現
象
は
惹
起
し
な
か
っ

た
。
そ
の
こ
と
は
、
機
械
数
や
紡
錘
数
の
減
少
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

紡
糸
生
産
量
が
決
し
て
減
少
し
て
い
な
い
こ
と
か
ら
も
分
る
。
従
っ

て
こ
の
段
階
に
お
い
て
、
ザ
ク
セ
ン
機
械
制
紡
績
業
は
、
競
争
を
通

じ
て
個
々
の
企
業
の
技
術
構
成
と
労
働
生
産
性
を
高
め
、
群
小
経
営

を
淘
汰
し
て
い
っ
た
。
第
二
表
は
、
　
一
経
営
当
り
の
平
均
機
械
数
と

紡
錘
数
が
高
ま
り
、
ま
た
そ
れ
以
上
に
平
均
生
産
量
が
高
ま
っ
て
い

る
こ
と
を
明
瞭
に
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
群
小
経
営
が
淘
汰
さ

れ
て
大
経
営
が
生
き
残
っ
て
い
っ
た
こ
と
の
別
の
表
現
で
あ
る
。
い
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ドイツ産業革命の一一側面（大島）

第笈衷　ザクセン紡績業の技術構成と労働生産性

年代心意購識麟捌錨（諏繍1
9，457．535．79．97！8！4

！9，141．5

48，375．0

56．S

94．8

2，582．7

4，681．0

13．821821

24．621831

Stric　uB，　Die　Lage…，　S．　32

ま
そ
の
状
態
を
、
第
皿
表
に
よ
っ
て

示
し
て
み
よ
う
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、

　
一
八
一
四
年
か
ら
三
一
年
に
か
け
て
、

ザ
ク
セ
ン
機
械
制
紡
績
業
に
お
い
て
、

労
働
者
数
十
〇
人
以
下
の
中
小
経
営

が
ほ
と
ん
ど
没
落
し
、
た
だ
労
働
老

数
五
〇
人
以
上
の
大
経
鴬
の
み
が
生

き
の
こ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

そ
し
て
こ
の
よ
う
な
企
業
の
集
約
化

．
を
土
台
に
し
て
、
蒸
気
機
関
が
水
力

乃
至
畜
力
に
代
っ
て
、
「
発
動
機
偏
と

し
て
紡
績
工
場
に
導
入
さ
れ
、
機
械
体
系
が
完
成
さ
れ
て
い
っ
た
。

　
そ
の
導
入
の
状
態
は
、
一
八
二
一
一
五
年
三
台
（
三
〇
馬
力
）
、
　
一
八

二
六
－
一
二
〇
年
七
こ
口
（
八
σ
馬
力
）
、
　
一
八
三
一
－
五
年
一
二
台
（
一

〇
二
・
五
馬
力
）
、
　
一
八
一
二
六
－
四
〇
年
（
六
四
一
馬
力
）
と
、
遅
々
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

し
て
い
る
が
着
実
に
増
大
し
て
い
る
。

　
と
は
い
え
、
こ
う
し
た
機
械
制
紡
績
業
の
内
部
編
成
に
対
し
て
す

ら
、
ま
た
イ
ギ
リ
ス
綿
織
物
工
業
の
根
深
い
影
響
が
認
め
ら
れ
る
の

で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
確
に
群
少
経
営
は
消
滅
し
た
が
、
だ
か
ら
と

い
っ
て
決
し
て
急
速
な
上
向
的
発
展
が
み
ら
れ
た
わ
け
で
は
な
い
。

そ
れ
は
前
掲
第
懸
表
を
よ
く
み
れ
ば
、
大
企
業
と
は
い
え
、
そ
れ
は

労
働
者
数
七
〇
…
二
〇
〇
人
ま
で
の
中
位
の
も
の
に
集
中
し
て
い
る

こ
と
が
分
る
。
こ
の
こ
と
は
、
ザ
ク
セ
ン
に
お
け
る
機
械
制
紡
績
業

が
、
こ
の
段
階
に
お
い
て
一
応
安
定
し
た
技
術
的
・
経
済
的
墓
礎
を

獲
得
し
て
、
こ
の
地
に
猛
威
し
つ
つ
あ
る
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
．
る

が
、
同
時
に
そ
の
停
滞
的
発
展
の
端
初
が
、
す
で
に
現
象
し
て
い
る
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こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。
ま
さ
に
ゼ
イ
ッ
近
代
綿
織
物
工
業
は
、
一

段
階
先
ん
じ
て
世
界
市
場
を
征
覇
し
つ
つ
強
大
な
発
展
を
遂
げ
た
イ

ギ
リ
ス
綿
織
物
工
業
の
強
力
な
規
定
を
う
け
て
成
立
し
て
い
っ
た
の

で
あ
っ
た
。
後
進
資
本
主
義
園
ド
イ
ツ
に
対
す
る
世
界
資
本
主
義
の

規．

關
ｫ
／
　
そ
こ
に
世
界
資
本
主
義
的
連
関
の
一
環
と
し
て
の
、
ド

イ
ツ
の
全
体
的
産
業
構
造
の
解
明
に
向
う
鍵
が
あ
る
。

①
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結
び
と
展
望

　
こ
れ
ま
で
、
ザ
ク
セ
ン
綿
織
物
工
業
に
お
け
る
産
業
革
命
の
端
初

的
展
開
過
程
、
す
な
わ
ち
紡
績
業
の
そ
れ
に
焦
点
を
あ
わ
せ
て
分
析

を
進
め
て
き
た
。
そ
れ
で
は
最
後
に
、
こ
れ
ま
で
の
べ
て
き
た
こ
と

を
と
り
ま
と
め
、
そ
し
て
そ
れ
よ
り
帰
結
す
る
点
か
ら
、
今
後
の
研

究
の
た
め
に
、
そ
の
後
の
綿
織
物
工
業
の
産
業
革
命
の
展
開
状
態
を
、

ご
く
大
．
雑
掘
に
展
望
し
て
結
び
に
か
え
た
い
と
思
う
。

　
大
塚
久
雄
教
授
は
、
　
「
世
界
資
本
主
義
発
展
の
激
動
す
る
渦
の
中

に
捲
こ
ま
れ
た
」
後
進
資
本
主
義
再
挙
の
場
会
、
産
業
革
命
は
市
民

華
命
的
変
革
を
経
過
し
て
、
中
産
的
生
産
者
暦
の
急
速
な
両
極
分
解

を
背
景
に
自
生
的
に
展
開
す
る
の
で
は
な
く
、
　
「
む
し
ろ
外
部
か
ら

の
技
術
約
促
進
と
そ
れ
に
対
す
る
対
抗
か
ら
非
自
生
的
に
展
開
さ
れ

る
」
と
の
べ
、
後
進
資
本
主
義
顛
の
産
業
革
命
を
性
格
づ
け
て
い
る
。

幾
分
文
学
的
で
暖
味
で
は
あ
る
が
、
極
め
て
示
唆
に
沈
む
こ
の
規
定

が
、
は
た
し
て
ザ
ク
セ
ン
に
あ
て
は
ま
る
も
の
か
ど
う
か
、
も
し
あ

て
は
ま
れ
ば
、
こ
の
場
合
、
「
世
界
資
本
主
義
発
展
の
激
…
動
ず
る
渦
」

と
は
一
体
な
に
か
、
ま
た
「
外
部
か
ら
の
技
術
的
促
進
」
と
は
な
に

か
、
そ
し
て
葬
自
生
た
展
開
と
は
な
に
か
、
と
い
う
こ
と
が
本
稿
の

課
題
で
あ
っ
た
。

　
た
し
か
に
、
ド
イ
ツ
が
そ
の
経
済
的
な
発
展
に
お
い
て
、
イ
ギ
リ

ス
や
フ
ラ
ン
ス
に
較
べ
て
一
段
階
発
展
の
遅
れ
た
後
進
資
本
主
義
国

で
あ
っ
た
こ
と
は
、
本
論
の
分
析
に
よ
っ
て
明
か
で
あ
る
。
す
な
わ

ち
、
イ
ギ
リ
ス
が
一
七
世
紀
の
市
民
革
命
を
経
過
し
て
、
　
「
初
期
独

占
」
を
廃
棄
し
て
後
、
い
ち
早
く
産
業
革
命
に
突
入
し
て
い
っ
た
一

七
六
〇
…
八
○
年
頃
、
ザ
ク
セ
ン
綿
織
物
工
業
に
お
い
て
は
、
い
ま

だ
特
権
的
問
屋
制
企
業
、
特
権
的
マ
ニ
あ
フ
ァ
ク
チ
満
ア
、
及
び
そ

れ
を
基
盤
と
し
て
「
初
期
独
占
偏
体
系
が
、
絶
、
頂
期
に
あ
っ
た
の
で

あ
る
。
従
っ
て
、
一
八
世
紀
の
終
末
期
に
、
産
業
華
命
を
経
過
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
強
大
な
成
長
を
遂
げ
た
イ
ギ
リ
ス
綿
織
物
工
業
が
、

そ
の
極
め
て
廉
価
で
大
量
な
綿
製
品
を
も
っ
て
ド
イ
ツ
市
場
を
圧
迫

し
た
時
、
ザ
ク
セ
ン
の
遅
れ
た
生
塵
力
的
基
礎
と
経
鴬
形
態
を
も
っ

た
前
工
場
制
企
業
は
、
完
全
な
「
危
機
篇
に
陥
っ
て
い
っ
た
。
一
九
世

紀
初
頭
、
大
陸
封
鎖
期
に
お
い
て
、
紡
績
機
の
継
織
的
な
導
入
に
よ

っ
て
始
ま
る
綿
紡
績
業
の
産
業
革
命
は
、
実
は
こ
の
「
危
機
に
に
対

す
る
対
応
・
克
服
の
手
段
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。
従
っ
て
こ
の
場
合
、

「
世
界
資
本
主
義
発
展
の
激
動
す
る
渦
」
と
は
、
イ
ギ
リ
ス
機
械
制

綿
織
物
工
業
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
、
欝
欝
で
大
量
緊
綿
製
品
の
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怒
瀞
の
ご
と
き
流
入
、
そ
れ
に
よ
る
ザ
ク
セ
ン
市
場
の
征
服
と
、
ザ

ク
セ
ン
鯨
糧
織
物
丁
蕪
未
の
イ
ギ
リ
ス
撫
…
械
門
欄
…
紡
績
紫
木
へ
の
従
属
、
そ
し

て
ザ
ク
セ
ン
の
イ
ギ
リ
ス
を
中
心
と
し
た
世
界
資
本
主
義
へ
の
再
編

成
、
と
い
っ
た
事
態
で
あ
っ
た
。
こ
れ
が
、
ザ
ク
セ
ン
綿
織
物
工
業

に
対
す
る
外
部
か
ら
の
技
術
的
促
進
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
ザ
ク
セ
ン
綿
紡
績
業
の
産
業
革
命
の
推
進
主
体
と
な

っ
た
も
の
は
、
そ
れ
故
に
「
初
期
独
占
」
体
系
を
蓄
積
基
盤
と
す
る
、

特
権
的
問
屋
制
企
業
、
前
期
的
商
人
の
一
群
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の

諸
層
が
、
イ
ギ
リ
ス
藍
早
急
命
の
技
術
的
成
果
を
取
入
れ
、
そ
れ
を

自
己
の
経
営
に
接
木
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
工
場
経
営
主
に
転
化
し

た
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
ま
さ
し
く
、
商
業
資
本
が
産
業
資
本
に
転

化
す
る
途
で
あ
り
、
非
自
生
的
な
展
開
形
態
で
あ
る
。
フ
ラ
ン
ス
史

の
方
か
ら
、
こ
の
途
を
「
ド
イ
ツ
型
こ
と
い
わ
れ
る
の
は
蓋
し
至
当

で
あ
る
が
、
よ
り
内
容
規
定
的
に
い
え
ば
、
そ
れ
は
「
純
粋
型
」
に

対
す
る
「
対
応
型
」
と
い
え
よ
う
。
従
っ
て
、
こ
の
よ
う
な
産
業
革

命
展
開
の
構
造
的
特
質
は
、
当
然
の
こ
と
と
し
て
、
自
生
的
な
場
合

に
比
較
し
て
、
そ
の
技
術
的
・
経
営
的
基
盤
の
狭
量
さ
や
遅
れ
た
形

態
、
雇
傭
関
係
に
お
け
る
前
近
代
的
性
格
、
発
展
の
緩
慢
さ
等
を
条

件
づ
け
る
結
果
と
な
っ
た
。

　
以
上
が
、
本
論
に
お
い
て
分
析
し
た
綿
織
物
工
業
で
最
初
に
始
ま

る
紡
績
業
の
産
業
革
命
の
端
初
的
展
開
過
程
で
あ
る
が
、
今
後
の
研

究
へ
の
接
続
を
考
慮
し
て
、
綿
織
物
工
業
に
お
け
る
産
業
革
命
の
そ

の
後
の
展
開
に
つ
い
て
、
ご
く
簡
単
な
展
望
を
与
え
て
お
く
、
紡
績

業
自
体
の
そ
の
後
の
状
態
は
、
一
八
三
四
年
「
内
に
対
し
て
関
税
自

由
、
外
に
対
し
て
関
税
保
護
」
を
設
け
た
関
税
同
盟
の
設
立
に
よ
っ

て
、
イ
ギ
リ
ス
商
晶
と
の
競
争
が
緩
和
さ
れ
る
一
方
、
国
内
市
場
が

広
が
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
再
び
上
向
的
な
発
展
を
と
り
戻
す
。
ま
た
、

社
会
的
分
業
に
お
け
る
連
関
部
門
、
染
色
工
程
、
織
布
工
程
へ
の
産

業
革
命
の
波
及
状
態
は
、
ほ
ぼ
次
の
よ
う
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、

紡
績
業
の
産
業
革
命
が
ほ
ぼ
定
着
し
た
一
八
二
〇
年
代
末
か
ら
三
〇

年
代
に
か
け
て
、
次
に
捺
染
輪
転
機
の
導
入
に
よ
っ
て
、
染
色
工
程

の
産
業
革
命
が
始
ま
っ
て
い
る
。
そ
の
推
進
主
体
と
な
っ
た
も
の
は
、

特
権
的
問
屋
制
企
業
と
特
権
的
捺
染
マ
ニ
ュ
フ
ァ
ク
チ
ュ
ア
で
あ
っ

た
。
こ
う
し
て
産
業
革
命
の
結
果
強
大
に
な
っ
た
紡
績
、
捺
染
の
両

工
程
に
照
応
す
る
た
め
に
、
最
後
に
力
織
機
の
導
入
に
よ
っ
て
、
織

布
工
程
の
産
業
革
命
が
、
や
や
遅
れ
て
一
八
四
〇
年
代
以
後
始
ま
る
。

そ
の
場
合
の
推
進
主
体
と
な
っ
た
も
の
は
、
や
は
り
特
権
的
問
屋
制

企
業
主
や
、
そ
れ
に
上
層
の
ツ
ン
フ
ト
織
布
工
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、
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そ
の
後
に
ザ
ク
セ
ン
綿
織
物
工
業
に
お
け
る
産
業
革
命
の
展
開
過
程

は
、
そ
の
構
造
的
特
．
暫
　
に
お
い
て
、
い
ず
れ
に
せ
よ
い
わ
ば
蛸
踊
初
過

程
と
変
ら
ず
、
そ
れ
を
継
承
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

　
従
っ
て
、
ザ
ク
セ
ン
綿
織
物
工
業
全
体
の
産
業
革
命
は
、
イ
ギ
リ

ス
産
業
革
命
の
中
で
綿
織
物
工
業
が
演
じ
た
役
割
を
、
ド
イ
ツ
産
業

革
命
の
過
程
で
演
じ
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
，
た
。
そ
れ
故
に
、
ド
イ

ツ
産
業
革
命
の
本
格
的
展
開
期
（
一
八
三
四
i
七
一
一
　
年
）
　
に
お
い
て
、

そ
の
旋
回
軸
に
な
っ
た
も
の
は
、
別
に
求
め
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
し
か
し
、
こ
う
し
た
最
終
的
な
音
一
義
づ
け
は
、
本
稿
の
終
っ
た

所
か
ら
始
ま
る
そ
の
後
に
お
け
る
ザ
ク
セ
ン
綿
織
物
工
業
の
分
析
を

ま
っ
て
、
は
じ
め
て
確
定
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
近
畿
大
学
講
師
）

イツ蕪i業革．命の一側爾（大島）
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　　　　　TWo　F・rms・f’ff・保in　the　Peri・d．・f出鼻院政

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　by

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Yosiyasu　Kawane

　　At　the　beglnning　of　the．lnsei院政perlod，　the　Kofeushi國．司，．

standing　as　chief　oficers　of　the　K盈㎎α國衙which　Were　already’

becoming　representative．’．of　collaborating　res孟dent　land玉ords，　began．

to　d量stribute　Bempo－no－ho便補保，　certain　land　rights，　as　a　means・

of　evading£heir　responsibility　in　dhe　distrlbution　of　Fuko封巨
　　　　　　　　　　ゆ
the　traditio簸a玉　national　grahts　to　ゼemples　and　shrines．　There・．

were　two　forms　of　Bempo一卿．加with　quite　differei！t　character．

One　was　the　form　in　which　some　of　the　land　alyeady　granted　to・

landlords（玉and　destined　for　exploitatioR）w4s　designated　asβempo．：

no－ho．　The　Second　form，　on．the　other　hand，　was£hat　ln　which

lands．（public負elds）　cUltivated　by　upPer－class　peasan宅s　organized

as　groups　of　Jin．nin淋人　and　Yoriudo至人　by　the　temp玉es．

a難d．shrines　themseives，　were　designated　as　Bempo－no’Lho。　As

resident　landlords　became　involved　in　the　whole　organizat三〇n　of．

state　powers，　every　noble　and　influen宅ial　temple　Or　shrine　reor－

ganized　and　strengthened　their　own　pol圭ti¢al　and　social　status，　but

by　two　opposing　methods　of　governing　the圭r　people　symbolized

by　the　two　No保し　one　’method　was　government　through　the，

od最　ces　of　re＄ident　land玉ords；the　other，　through　the　direct　orga一．．

nization　of　the　general　peasantry　opPosing　landlord　rule．

　　　One　Aspect　of　the　I難dustrial　Revolution　in　Germa登y

　　　　　　　　　　　　The　process　of　formatlon　of　the　fac宅ory

　　　　　　　　　　sys宅e憎憎n　the　Saxonian　co雛on　i籍dustry

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　by

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Takao　Oshima

　　Prof．　H．　Otsuka，　i且h圭s　book　e且titled‘‘An　Introduction．⑳施e・．

E．conom量。　H呈story　of　Europe，”　has　character呈zed　the　Ind鷺strial．．

RevoltttiQn　in宅he　less　advanced　cou13tl’ies　as　follows；being　sucked．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（、522）



’into　the　vortex　of　world　capitalist　development，　the　Revolutlon

proceeded　in　the　non－autogenous　way，　under　pressure．s　from　more

・advanced　countries　in　the　field　of　technical　promotion．’　The　pre－

sent　writer　questions　’ 翌?ｅｔｈｅｒ　such　a　suggestive　formula　as　that

・of　Prof．　Otsuka　might　be　applicable　to　the　case　of　Saxonia，　ancl

accordingly，　intends　to　analyze　the　early　stages　of　the　lndustrial

RevolutioR　there，　bringing　into　focus　the　external　influences　and

・character　of　non－autogenotis　development．

　　Froin　this　standpoint　it　will　be　shown　in　this　article　that　since

’the　1790s　the　Saxonian　privileged　firms　（working　on　the　putting－

rout　system）　were　forced　to　’establish　spinning－rnills　against　the

powerful　in舳x　of　exceedingly　cheap　products　from　Britain，　and

’that　through　this　process　of　developinent　puttlng－out　merclaant

・capital　tuyned　into　industrial　capitai．

（　521　．）


